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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのためにＰＤＣＰレイヤ
において第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）サービス
データユニット（ＳＤＵ）を受信することと、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのために前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ　ＳＤＵを受信
することと、
　それぞれの前記信頼性ターゲットに基づいて前記第１および第２の無線ベアラのための
ＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することを含む、前記ＰＤＣＰレイ
ヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、前記リオーダリングプロシー
ジャは、前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ
上で動作する、を備える方法。
【請求項２】
　前記第１の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットでデータを搬送し、前記第２の無線ベ
アラは、前記第１の遅延ターゲットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送する、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リオーダリングプロシージャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）に
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したがってＰＤＣＰ ＳＤＵを配列し、リオーダリングウインドウ外のＰＤＣＰ ＳＮを有
するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する、リオーダリングおよび廃棄プロシージャを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり、前記第２の無線
ベアラは、データ無線ベアラ（ＤＲＢ）であり、または、前記第１の信頼性ターゲットは
、肯定応答モード（ＡＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応し、前記第２の信頼性タ
ーゲットは、否定応答モード（ＵＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応する、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　前記第１の信頼性ターゲットまたは前記第１の遅延ターゲットに基づいて前記第１の無
線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することと
、
　前記第２の信頼性ターゲットまたは前記第２の遅延ターゲットに基づいて前記第２の無
線ベアラのための第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することと
、を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータおよび前記第２のＰＤＣＰリ
オーダリングウインドウパラメータは、互いから独立して構成される、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラに関連付けされたＰＤＣＰリオーダ
リングウインドウ外で受信される１つまたは複数の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄するこ
とをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータおよび前記第２のＰＤＣＰリ
オーダリングウインドウパラメータは、各々、リオーダリングの対象となるＰＤＣＰシー
ケンスナンバー（ＳＮ）の範囲に対応し、ここにおいて、前記第１のリオーダリングウイ
ンドウパラメータのＰＤＣＰ ＳＮの前記範囲は、前記第２のリオーダリングウインドウ
パラメータのＰＤＣＰ ＳＮの前記範囲より大きい、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記リオーダリングプロシージャは、
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラにそれぞれ関連付けされた最新の連
続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に、前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベア
ラのためのエンプティバッファタイマーを開始することと、前記第１の無線ベアラまたは
前記第２の無線ベアラはそれぞれ関連付けされたリオーダリングウインドウを有する、
　前記エンプティバッファタイマーが終了していない場合、前記関連付けされたリオーダ
リングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄することと、
　前記被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが前記関連付けされたリオーダリングウインドウ外で受信
され、前記エンプティバッファタイマーが終了した場合、前記関連付けされたリオーダリ
ングウインドウをシフトすることと、を備え、
　前記エンプティバッファタイマーは、それぞれの前記第１の無線ベアラまたは前記第２
の無線ベアラの前記信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットのうちの一方または両方に基
づいて設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり、ここにおいて、
前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかどうかに関係なく、および、ＰＤＣＰ
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ＳＤＵの受信間の経過時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されるように、前
記第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成
することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記リオーダリングプロシージャは、
　前記第１の無線ベアラに関連付けされた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に前記第１
の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することと、
　前記最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前
に前記リオーダリングタイマーの終了に応答して前記第１の無線ベアラの送信機でＰＤＣ
Ｐ状態報告をトリガすることと、を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記リオーダリングプロシージャは、
　前記第１の無線ベアラに関連付けされた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に前記第１
の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することと、
　前記最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前
に前記リオーダリングタイマーの終了に応答して前記第１の無線ベアラのための無線リン
ク障害（ＲＬＦ）プロシージャをトリガすることと、を備える、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラのうちの一方または両方のためのＰ
ＤＣＰ再確立プロシージャを実施することをさらに備え、ここにおいて、前記ＰＤＣＰ再
確立プロシージャは、前記第１の無線ベアラのための前記第１の信頼性ターゲットまたは
前記第１の遅延ターゲット、あるいは前記第２の無線ベアラのための前記第２の信頼性タ
ーゲットまたは前記第２の遅延ターゲット、に基づいて選択され、
　無線ベアラごとに、前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャを実施することは、
　前記無線ベアラのためのそれぞれの前記遅延ターゲットまたはそれぞれの前記信頼性タ
ーゲットのうちの一方または両方を識別することと、
　それぞれの前記遅延ターゲットまたはそれぞれの前記信頼性ターゲットのうちの一方ま
たは両方に基づいて前記受信デバイスにおいて受信されたＰＤＣＰＳＤＵを示す状態プロ
トコルデータユニット（ＰＤＵ）送信を構成することと、
　前記状態ＰＤＵの前記構成することに応答して前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの前に
確立されたハイパーフレームナンバー（ＨＦＮ）および連続的なＰＤＣＰシーケンスナン
バー（ＳＮ）を保持することと、を備え、
　ここにおいて、前記ＰＤＣＰレイヤにおいて前記リオーダリングプロシージャを管理す
ることは、前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始の後にＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリ
ングするための再確立タイマーを構成することと、前記再確立タイマーの終了の後に前記
ＰＤＣＰ再確立プロシージャの前記開始の前にＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングするこ
とを中止することと、をさらに備え、
　前記状態ＰＤＵ送信を構成することを決定することは、しきい値より大きい信頼性ター
ゲットでシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）およびデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）のための
前記状態ＰＤＵ送信を構成することを備え、
　前記再確立タイマーの持続時間は、前記無線ベアラのそれぞれの前記信頼性ターゲット
またはそれぞれの前記遅延ターゲットのうちの一方または両方に基づいて決定される、請
求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのためにＰＤＣＰレイヤ
において第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）サービス
データユニット（ＳＤＵ）を受信するための手段と、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
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の無線ベアラのために前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ　ＳＤＵを受信
するための手段と、
　それぞれの前記信頼性ターゲットに基づいて前記第１および第２の無線ベアラのための
ＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成するための手段を含む、前記ＰＤＣ
Ｐレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理するための手段と、前記リオーダリ
ングプロシージャは、前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰ
ＤＣＰ ＳＤＵ上で動作する、を備える装置。
【請求項１５】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードは、
　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのためにＰＤＣＰレイヤ
において第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）サービス
データユニット（ＳＤＵ）を受信することと、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのために前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰＳＤＵを受信す
ることと、
　それぞれの前記信頼性ターゲットに基づいて前記第１および第２の無線ベアラのための
ＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することを含む、前記ＰＤＣＰレイ
ヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、前記リオーダリングプロシー
ジャは、前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ
上で動作する、を実行可能である命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１５年８月６日に出願された「Packet Data Convergence Protoc
ol Reordering with Enhanced Component Carriers」と題する、Vajapeyam他による米国
仮特許出願第６２／２０１，９６４号、および２０１６年６月２３日に出願された「Pack
et Data Convergence Protocol Reordering with Enhanced Component Carriers」と題す
る、Vajapeyam他による米国特許出願第１５／１９０，３７４号の優先権を主張し、これ
らの各々は、本譲受人に譲渡されている。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　下記は、概してワイヤレス通信に関し、より具体的には、エンハンスドコンポ
ーネントキャリア（ｅＣＣ）によるパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣ
Ｐ）リオーダリングに関する。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどのようなさまざまなタイプの通信コンテンツを提供するために広
く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、
周波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすること
が可能であり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（例えば、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）を含む。ワイヤレス多元接続通信シス
テムは、複数の基地局を含み得、各々が、複数の通信デバイスのための通信を同時にサポ
ートし、それらは各々ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることができる。
【０００４】
　[0004]　いくつかの場合では、ワイヤレスシステムは、ワイヤレス送信を処理するため
に複数のプロトコルレイヤを使用することができる。例えば、システムは、（例えば、ヘ
ッダ圧縮およびシーケンシング（sequencing）のための）ＰＤＣＰレイヤ、（例えば、エ
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ラー訂正およびパケットのセグメンテーション／連結のための）無線リンク制御（ＲＬＣ
）レイヤ、および（例えば、多重化およびエラー訂正のための）媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）レイヤに分割された複数の機能に基づくことができる。ＲＬＣレイヤの１つまたは複
数の機能は、冗長になり得、シグナリングオーバヘッドおよび処理の複雑さの増大を招き
得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　デバイスは、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤなしで通信をサポートし得、そ
れは、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおいて複数の無
線ベアラのためのＰＤＣＰサービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信することを含み得る
。複数の無線ベアラは、異なる信頼性ターゲット（reliability target）（例えば、パケ
ットエラーロス）または遅延ターゲット（delay target）（例えば、パケット遅延バジェ
ット、レイテンシターゲットなど）を有し得、ＰＤＣＰレイヤにおけるリオーダリングプ
ロシージャは、異なる無線ベアラにおいて行われることができる。リオーダリングプロシ
ージャは、それぞれの無線ベアラの遅延ターゲットまたは信頼性ターゲットのうちの一方
または両方に基づいて無線ベアラの各々に対して調整され得る１つまたは複数のパラメー
タによる、無線ベアラの各々のための同じリオーダリングプロシージャであり得る。
【０００６】
　[0006]　ワイヤレス通信のための方法が説明される。第１の信頼性ターゲットでデータ
を搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤ
ＣＰ ＳＤＵを受信することと、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲッ
トでデータを搬送する第２の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の
複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することと、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２
の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管
理することと、を含むことができる。
【０００７】
　[0007]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、プロセッサ、プロセッサ
と電子通信状態にあるメモリ、およびメモリに記憶された命令を含むことができる。命令
は、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤ
ＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することと、第１の信頼性ター
ゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２の無線ベアラのための受
信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することと、第１の
複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣＰレイヤにお
いてリオーダリングプロシージャを管理することと、を装置に行わせることがプロセッサ
によって実行可能であり得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。第１の信頼性ターゲットでデ
ータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数の
ＰＤＣＰ ＳＤＵを受信するための手段と、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼
性ターゲットでデータを搬送する第２の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにお
いて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信するための手段と、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤ
Ｕ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリング
プロシージャを管理するための手段と、を含むことができる。
【０００９】
　[0009]　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説
明される。コードは、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのた
めの受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することと、
第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２の無線
ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信す
ることと、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰ



(6) JP 6790069 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

ＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、を実行可能な命令
を含むことができる。
【００１０】
　[0010]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットでデータを搬送することができ
、第２の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットより短い第２の遅延ターゲットでデータを
搬送することができる。
【００１１】
　[0011]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、リオーダリングプロシージャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（Ｓ
Ｎ）にしたがってＰＤＣＰ ＳＤＵを順序付けし、リオーダリングウインドウ外にＰＤＣ
Ｐ ＳＮを有するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する、リオーダリングおよび廃棄プロシージャの
ための動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。
【００１２】
　[0012]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり得、第２の
無線ベアラは、データ無線ベアラ（ＤＲＢ）であり得る。
【００１３】
　[0013]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１の信頼性ターゲットは、肯定応答モード（ＡＭ：acknowledged mode）
の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応し得、前記第２の信頼性ターゲットは、否定応答モ
ード（ＵＭ：unacknowledged mode）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応することがで
きる。
【００１４】
　[0014]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、リオーダリングプロシージャを管理することは、第１の信頼性ターゲットま
たは第１の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づいて第１の無線ベアラのための第１
のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することと、第２の信頼性ターゲ
ットまたは第２の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づいて第２の無線ベアラのため
の第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することと、を行うための
動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。いくつかの例では、第１のＰＤＣＰ
リオーダリングウインドウパラメータおよび第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパ
ラメータは、互いに独立して構成されることができる。いくつかの例では、リオーダリン
グプロシージャを管理することは、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラに関連付け
られたＰＤＣＰリオーダリングウインドウ外で受信される１つまたは複数の被受信（rece
ived）ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄するための動作、特徴、手段、または命令を含むことがで
きる。いくつかの例では、第１のリオーダリングウインドウパラメータおよび第２のリオ
ーダリングウインドウパラメータは、各々、リオーダリングの対象となる（eligible for
 reordering）ＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）の範囲に対応し、第１のリオーダリ
ングウインドウパラメータのＰＤＣＰ ＳＮの範囲は、第２のリオーダリングウインドウ
パラメータのＰＤＣＰ ＳＮの範囲より大きい。
【００１５】
　[0015]　本書に記載の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、リオーダリングプロシージャは、それぞれ第１の無線ベアラまたは第２の無線ベ
アラに関連付けられた最新の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に第１の無線ベアラま
たは第２の無線ベアラのためのエンプティバッファタイマーを開始することと、それぞれ
の第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラは、関連付けられたリオーダリングウインド
ウを有する、エンプティバッファタイマーが満了していない場合に関連付けされたリオー
ダリングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄することと、被受信Ｐ
ＤＣＰ ＳＤＵが関連付けられたリオーダリングウインドウ外で受信されてエンプティバ



(7) JP 6790069 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

ッファタイマーが満了した場合に関連付けられたリオーダリングウインドウをシフトする
ことと、を行うための動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。いくつかの例
では、エンプティバッファタイマーがそれぞれの第１の無線ベアラまたは第２の無線ベア
ラの信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットのうちの一方または両方に少なくとも部分的
に基づいて設定されることができる。
【００１６】
　[0016]　本書に記載の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、第１の無線ベアラは、ＳＲＢであり得、リオーダリングプロシージャを管理する
ことは、ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかに関係なく、ＰＤＣＰ ＳＤＵの
受信の間の経過時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されるように、第１の無
線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成するための
動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。いくつかの例では、リオーダリング
プロシージャは、第１の無線ベアラに関連付けられた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後
に第１の無線ベアラに関連付けられたリオーダリングタイマーを開始することと、最新の
被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前に、リオーダ
リングタイマーの満了に応答して第１の無線ベアラの送信機でＰＤＣＰ状態報告をトリガ
することと、を行うための動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。
【００１７】
　[0017]　本書に記載の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、リオーダリングプロシージャは、第１の無線ベアラに関連付けされた最新のＰＤ
ＣＰ ＳＤＵの受信の後に第１の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを
開始することと、最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵ
の受信の前に、リオーダリングタイマーの満了に応答して第１の無線ベアラのための無線
リンク障害（ＲＬＦ）プロシージャをトリガすることと、を行うための動作、特徴、手段
、または命令を含むことができる。いくつかの例では、ＲＬＦプロシージャをトリガする
ことは、１つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵから欠落して
いる（missing）ことを決定することと、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤに１つまた
は複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが欠落していることの表示を提供することと、を行うための動
作、特徴、手段、または命令を含むことができる。いくつかの例では、ＲＬＦプロシージ
ャをトリガすることは、第１の無線ベアラのための１つまたは複数の新しいＰＤＣＰ Ｓ
ＤＵが、リオーダリングタイマーが満了した後に受信されることを決定することと、１つ
または複数の新しいＰＤＣＰ ＳＤＵが受信されることの表示をＲＲＣレイヤに提供する
ことと、を行うための動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。
【００１８】
　[0018]　本書に記載の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、第１の無線ベアラ、または前記第２の無線ベアラのうちの一方または両方のための
ＰＤＣＰ再確立プロシージャを実施するための動作、特徴、手段、または命令を含み得、
ここにおいて、ＰＤＣＰ再確立プロシージャは、第１の無線ベアラのための第１の遅延タ
ーゲットまたは第１の信頼性ターゲット、あるいは第２の信頼性ターゲットまたは第２の
遅延ターゲット第２の無線ベアラ、に少なくとも部分的に基づいて選択されることができ
る。
【００１９】
　[0019]　本書に記載の方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、無線ベアラごとに、ＰＤＣＰ再確立プロシージャを実施することは、無線ベアラ
のためのそれぞれの信頼性ターゲットまたはそれぞれの遅延ターゲットのうちの一方また
は両方を識別することと、それぞれの信頼性ターゲットまたはそれぞれの遅延ターゲット
のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいて受信機において受信されたＰＤＣ
Ｐ ＳＤＵを示す状態プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）送信を構成することと、状態
ＰＤＵの構成に応答してＰＤＣＰ再確立プロシージャの前に確立されたハイパーフレーム
ナンバー（ＨＦＮ）および連続的なＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）を保持すること
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と、を行うための動作、特徴、手段、または命令を含むことができ、ＰＤＣＰレイヤにお
いてリオーダリングプロシージャを管理することは、ＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始
の後にＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングするための再確立タイマーを構成することと、
再確立タイマーの満了後に続くＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始の前から（from prior
 to the initiation）ＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングすることを中止することと、を
行うための動作、特徴、手段、または命令を含むことができる。いくつかの例では、状態
ＰＤＵ送信を構成することを決定することは、しきい値より大きい信頼性ターゲットでＳ
ＲＢのための、およびＤＲＢのための状態ＰＤＵ送信を構成することを含むことができる
。いくつかの例では、再確立タイマーの持続時間は、無線ベアラのそれぞれの信頼性ター
ゲットまたはそれぞれの遅延ターゲットのうちの一方または両方に少なくとも部分的に基
づいて決定されることができる。
【００２０】
　[0020]　前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示にしたがっ
た例の特徴および技術的利点をやや広く概説している。さらなる特徴および利点が以下に
説明される。開示される概念および具体的な例は、本開示と同じ目的を実行するために、
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。このような等価な
構成（construction）は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本書に開示される概念
の特性、それらの動作の方法および構成の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関
連して検討された場合、以下の説明からより一層理解されるであろう。図の各々は、例示
および説明のみを目的として提供されており、特許請求の範囲の限定の定義としては提供
されない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　[0021]　本発明の性質および利点のさらなる理解が、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付された図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベ
ルを有することができる。さらに、同じタイプのさまざまなコンポーネントは、参照ラベ
ルに、ダッシュと、同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを後続させること
によって区別されることができる。本書で第１の参照ラベルのみが使用される場合、その
説明は、第２の参照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネン
トのうちのいずれか１つに適用可能である。
【図１】[0022]　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでパケットデー
タコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）リオーダリングをサポートするワイヤレス通
信システムの例を例示する。
【図２】[0023]　図２は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオ
ーダリングをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】[0024]　図３は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオ
ーダリングをサポートするシステムにおける被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングの
管理の例を例示する。
【図４】[0025]　図４は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオ
ーダリングをサポートするシステムにおける被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングの
ためのリオーダリングウインドウ管理の例を例示する。
【図５】図５は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリン
グをサポートするシステムにおける被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングのためのリ
オーダリングウインドウ管理の例を例示する。
【図６】[0026]　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオ
ーダリングをサポートするプロセスフローの例を例示する。
【図７】[0027]　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオ
ーダリングをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図８】図８は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリン
グをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
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【図９】図９は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリン
グをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１０】[0028]　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰ
リオーダリングをサポートするデバイスを含むシステムのブロック図を例示する。
【図１１】[0029]　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによってＰ
ＤＣＰリオーダリングをサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１２】[0030]　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤ
ＣＰリオーダリングのための方法を例示する。
【図１３】図１３は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法を例示する。
【図１４】図１４は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法を例示する。
【図１５】図１５は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法を例示する。
【図１６】図１６は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法を例示する。
【図１７】図１７は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0031]　ワイヤレスシステムは、本開示のさまざまな態様にしたがって、無線リンク制
御（ＲＬＣ）レイヤなしで構成され得るか、そうでなければ無線リンク制御レイヤなしで
通信をサポートすることができる。いくつかのワイヤレスシステムでは、ＲＬＣレイヤは
、パケットセグメンテーション、再セグメンテーション、および再アセンブリを実施する
ことができる。ＲＬＣレイヤなしで通信をサポートするデバイスに関しては、従来ＲＬＣ
レイヤに関連付けられた動作が、他のレイヤにおいて処理されるか、除去されることがで
きる。例えば、いくつかの機能、例えば、ＰＤＣＰサービスデータユニット（ＳＤＵ）の
リオーダリングおよび廃棄、（例えば、ロバストヘッダ圧縮（ＲＯＨＣ）プロトコルを使
用した）ヘッダ解凍およびヘッダ圧縮の実施、（例えば、ユーザプレーンまたはコントロ
ールプレーンにおける）データの転送、ＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）の維持、お
よび上位レイヤＰＤＵの下位のレイヤへの順序通り（in-sequence）の配信、は、パケッ
トデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおいて管理されることができ
る。ＰＤＣＰレイヤはまた、ユーザプレーンデータおよび制御プレーンデータの重複、暗
号化、および解読、制御プレーンデータの完全性検証および完全性保護、１つまたは複数
のタイマーに基づくパケット廃棄、を避けるためにパケットを管理することができる。Ｒ
ＬＣレイヤに従来関連付けられた他の機能は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおい
て処理されることができる。いくつかの例では、ＭＡＣレイヤは、ＰＤＣＰレイヤに配信
通知を提供し得、自動再送要求（ＡＲＱ）およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）
の再送を管理することができる。いくつかの場合では、ＭＡＣレイヤはまた、パケットを
セグメント化、再セグメント化、および連結することができる。ＰＤＣＰレイヤおよびＭ
ＡＣレイヤは、いくつかの例では、パケットが配信保証されている信頼モード（reliable
 mode）（例えば、レガシＲＬＣ肯定応答モードに代替される）、遅延センシティブモー
ド（delay sensitive mode）（例えば、信頼性が保証されていないレガシＲＬＣ否定応答
モードに代替される）、および配信保証またはセグメンテーションなしのシグナリングの
ためのパススルーモードである透過モード（transparent mode）（例えば、レガシＲＬＣ
透過モードに代替される）などの、データ処理および配信のための異なるモードをサポー
トすることができる。
【００２３】
　[0032]　上述のように、ＰＤＣＰレイヤは、異なるタイプの無線ベアラのためのリオー
ダリングおよび廃棄プロシージャを管理するように構成されることができる。例えば、Ｐ
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ＤＣＰレイヤは、２つのタイプのベアラのためのリオーダリングおよび廃棄プロシージャ
を管理し得、それは、比較的高い信頼性ターゲットを有し得る「タイプ１」の無線ベアラ
、および、信頼性が保証されていない比較的低い遅延ターゲット（例えば低遅延ターゲッ
ト）を有し得る「タイプ２」の無線ベアラを、含むことができる。従来のシステムでは、
タイプ１の無線ベアラは、肯定応答モード（ＡＭ）動作を通じてＲＬＣレイヤにおいて処
理され得、タイプ２の無線ベアラは、否定応答モード（ＵＭ）動作を通じてＲＬＣにおい
て処理され得る。例えば、タイプ１のベアラは、任意の上位レイヤにおける再送信をトリ
ガするために任意の関連付けされたメカニズムを有していない場合があるＳＲＢを含み得
、タイプ２のベアラは、（例えば、送信制御プロトコル（ＴＣＰ）のような、）データの
再送信をトリガするために１つまたは複数の上位レイヤにおける１つまたは複数のメカニ
ズムを有することができる。
【００２４】
　[0033]　さらに、いくつかの場合では、ＰＤＣＰレイヤを含む、さまざまなレイヤのた
めの比較的単純な管理プロセスを提供することが望ましく、ここでは動作のモードの数は
、比較的少なく保たれる。このような場合、ＰＤＣＰレイヤにおいて複数のＰＤＣＰプロ
シージャ、例えば異なる無線ベアラのためのＡＭまたはＵＭ動作に基づく異なるモード、
を有するよりむしろ、より簡潔な動作を提供するために、タイプ１およびタイプ２両方の
ベアラに対して共通のプロシージャのような、異なるタイプのベアラに対して１つの共通
のプロシージャを使用して動作することが、ＰＤＣＰレイヤのために望ましくあり得る。
共通のリオーダリングおよび廃棄プロシージャを提供するために、さまざまな例が、ベア
ラタイプに基づいて選択され得るリオーダリングタイマー、エンプティバッファタイマー
、またはリオーダリングウインドウを提供するために確立され得る１つまたは複数のリオ
ーダリングパラメータを提供する。本開示のさまざまな態様はさらに、例えば、ハンドオ
ーバまたは無線リンク障害（ＲＬＦ）の後に、ＰＤＣＰ接続の再確立のためのプロシージ
ャを提供する。
【００２５】
　[0034]　上記に紹介された本開示の態様はさらに、例としてのワイヤレス通信システム
のコンテキストで、以下に説明される。特定の例が、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダ
リングおよび廃棄、ＰＤＣＰリオーダリングおよび廃棄に関連付けられたタイマーの開始
、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）およびデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）ＳＤＵの処理、
およびハンドオーバまたは無線リンク障害（ＲＬＦ）の後のＰＤＣＰ再確立のための再確
立プロシージャを含めて、説明される。本開示のこれらの態様および他の態様はさらに、
ｅＣＣを使用した展開のための異なる無線ベアラのためのＰＤＣＰプロシージャに関わる
、装置の図、システムの図、およびフローチャートによって例示され、それらを参照して
説明される。
【００２６】
　[0035]　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリ
ングをサポートするワイヤレス通信システム１００の例を例示する。ワイヤレス通信シス
テム１００は、基地局１０５、ユーザ機器（ＵＥ）１１５、およびコアネットワーク１３
０を含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。い
くつかの場合では、ワイヤレス通信システム１００は、ＭＡＣレイヤがＰＤＣＰレイヤと
直接通信しているプロトコルスタックを使用し得、別の方法ではＲＬＣレイヤに関連付け
され得る機能性に代替される。
【００２７】
　[0036]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスで通信することができる。各基地局１０５は、通信カバレッジをそれぞれの地理的
カバレッジエリア１１０に提供することができる。ワイヤレス通信システム１００中に示
される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信
、または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含むことができる
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。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１
５は、固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５はまた、移動局、加入者局、遠隔ユニ
ット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末、ハンドセット、ユーザエージェント、クライ
アント、または何らかの他の適切な専門用語で呼ばれることができる。ＵＥ１１５はまた
、セルラ電話、ワイヤレスモデム、携帯用デバイス、パーソナルコンピュータ、タブレッ
ト、パーソナル電子デバイス、マシン型通信（ＭＴＣ）デバイスまたは同様のものであり
得る。
【００２８】
　[0037]　複数の基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに、通信する
ことができる。例えば、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１など
）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースで接続することができる。基地局
１０５は、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２など）にわたって、（例えば、コア
ネットワーク１３０を通じて）間接的に、または直接、互いに通信することができる。基
地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実施し得
るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御のもとで動作することができる。い
くつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、ホットスポット、または
同様のものであり得る。基地局１０５はまた、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれるこ
とができる。
【００２９】
　[0038]　ワイヤレス通信システム１００は、レイヤ化されたプロトコルシステムに基づ
き得、それは、いくつかのシステムにおいて、インターネットプロトコル（ＩＰ）レイヤ
、ＰＤＣＰレイヤ、ＭＡＣレイヤ、および物理（ＰＨＹ）レイヤを含むことができる。い
くつかの例では、プロトコルシステムは、ＲＬＣレイヤを含み得、一方で、本書に説明さ
れるように、別の方法ではいくつかの通信プロトコルにしたがってＲＬＣレイヤに関連付
けされ得るさまざまな機能性が、システム性能における上記の改良を提供するために、プ
ロトコルシステムの他の部分（例えば、異なるレイヤ、異なる構造、異なる方法など）に
分散されることができる。いくつかのシステムにおけるＰＤＣＰレイヤは、ＩＰパケット
を受信することと、例えば、ロバストヘッダ圧縮（ＲＯＨＣ）プロトコル、データの転送
（ユーザプレーンまたは制御プレーン）、ＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）の維持、
および下位レイヤへの上位レイヤＰＤＵの順序通りの配信、を使用して、ヘッダ圧縮およ
び解凍を実施すること、を担うことができる。ＰＤＣＰレイヤはまた、ユーザプレーンデ
ータおよび制御プレーンデータの重複、暗号化、および解読、制御プレーンデータの完全
性検証および完全性保護、１つまたは複数のタイマーに基づくパケット廃棄、を避けるた
めにパケットを管理することができる。
【００３０】
　[0039]　ＲＬＣレイヤは、使用されるときに、上位レイヤ（例えば、ＰＤＣＰレイヤ）
を下位レイヤ（例えば、ＭＡＣレイヤ）に接続することができる。基地局１０５またはＵ
Ｅ１１５におけるＲＬＣエンティティは、（例えばＭＡＣレイヤトランスポートブロック
サイズに対応する）トランスポートブロックサイズをモニタすることによって送信パケッ
トの統合(organization)をサポートすることができる。入力データパケット（すなわち、
ＰＤＣＰまたは無線リソース制御（ＲＲＣ）ＳＤＵ）が送信に対して大きすぎる場合、Ｒ
ＬＣレイヤは、いくつかのより小さいＲＬＣ ＰＤＵにそれをセグメント化することがで
きる。入力パケットが小さすぎる場合、ＲＬＣレイヤは、それらのうちのいくつかを、単
一の、より大きいＲＬＣ ＰＤＵに、連結することができる。各ＲＬＣ ＰＤＵは、データ
をどのように再構築するかについての情報を含めて、ヘッダを含むことができる。ＲＬＣ
レイヤはまた、パケットが確実に送信されることを保証することができる。送信機は、イ
ンデックス付きのＲＬＣ ＰＤＵのバッファを保持し、各ＰＤＵの再送信を、それが対応
する肯定応答（ＡＣＫ）を受信するまで継続することができる。いくつかの場合では、ワ
イヤレス通信システム１００は、ＲＬＣレイヤなしで動作することができ、ＲＬＣレイヤ
に関連付けされた１つまたは複数の機能は、ＭＡＣレイヤまたはＰＤＣＰレイヤのうちの
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一方または両方によって実施されることができる。
【００３１】
　[0040]　いくつかの場合では、送信機は、どのＰＤＵが受信されたかを決定するために
ポール要求（Poll Request）を送ることができ、受信機は、状態報告（Status Report）
で応答することができる。ＭＡＣレイヤＨＡＲＱとは異なって、ＲＬＣ ＡＲＱは、順方
向エラー訂正機能を含まない場合がある。ＲＬＣエンティティは、３つのモード、すなわ
ち、上述のようにＡＭまたはＵＭ、および透過モード（ＴＭ）のうちの１つで動作し、そ
れらは、各々、特定の信頼性ターゲットに関連付けられることができ、いくつかの例では
、各々、特定の遅延ターゲット（例えば、レイテンシターゲット）にさらに関連付けられ
ることができる。ＡＭでは、ＲＬＣエンティティは、セグメンテーション、および／また
は連結およびＡＲＱを実施することができる。このモードは、遅延耐性、またはエラー感
度送信に適切であり得、ここにおいて送信は、比較的高い信頼性ターゲットに関連付けら
れることができ、また、（例えば、より長い遅延持続時間、より長いレイテンシーに対す
る耐性がある）比較的長い遅延ターゲットに関連付けられることができる。ＵＭにおいて
、ＲＬＣエンティティは、セグメンテーションおよび／または連結を実施し得るが、ＡＲ
Ｑを実施しない。これは、遅延センシティブまたはエラー耐性トラヒック（例えば、ボイ
スオーバーロングタームエボリューション（ＶｏＬＴＥ））に適切であり得、ここにおい
て送信は、（例えば、ロストパケット、ドロップしたデータなどに対する耐性がある）比
較的低い信頼性ターゲットに関連付けられることができ、また、比較的短い遅延ターゲッ
ト（例えば低遅延ターゲット）に関連付けられることができる。透過モード（ＴＭ）は、
データバッファリングを実施するが、連結および／またはセグメンテーションあるいはＡ
ＲＱのどちらも含まない場合がある。ＴＭは、主にブロードキャスト制御情報（例えば、
マスター情報ブロック（ＭＩＢ）およびシステム情報ブロック（ＳＩＢ））、ページング
メッセージ、およびＲＲＣ接続メッセージを送るために使用されることができる。いくつ
かの送信は、ＲＬＣ（例えばランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プリアンブルおよび
応答）なしで送られることができる。
【００３２】
　[0041]　いくつかの場合では、以下にさらに説明されるように、システムが、ＲＬＣレ
イヤなしで通信をサポートすることができる。このような場合、ＭＡＣレイヤまたはＰＤ
ＣＰレイヤのうちの一方または両方によって実施される機能は、ＲＬＣレイヤによって異
なる方法で実施される機能のうちのいくつかまたはすべてに代替することができる。ＭＡ
Ｃレイヤは、例えば、論理チャネルおよびトランスポートチャネルの間でマッピングを実
施し、チャネルの優先順位を決定し、動的スケジューリングを実施し、エラー訂正、例え
ばＨＡＲＱ、を提供することができる。ＨＡＲＱは、（例えば、巡回冗長検査（ＣＲＣ）
を使用した）エラー検出、順方向エラー訂正（ＦＥＣ）、および再送信（例えば、ＡＲＱ
）の組み合わせを実施することによって、通信リンク１２５を介してデータが正確に受信
されることを保証する方法であり得る。ＨＡＲＱは、不十分な無線状態（poor radio con
ditions）（例えば不十分な信号対雑音状態（poor signal-to-noise conditions））にお
いてＭＡＣレイヤでスループットを改良することができる。
【００３３】
　[0042]　いくつかの場合では、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数のエ
ンハンスドコンポーネントキャリア（ｅＣＣ）を使用することができる。ｅＣＣは、フレ
キシブルな帯域幅、異なる送信時間インターバル（ＴＴＩ）持続時間または修正された制
御チャネル構成を含む特徴によって、特徴付けられることができる。ｅＣＣは、（例えば
複数のサービングセルが、準最適なバックホールリンクを有する場合に）二重接続構成（
dual connectivity configuration）またはキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成に関
連付けられることができる。ｅＣＣはまた、（例えば１人以上のオペレータがスペクトル
を使用する資格を有する場合に、）アンライセンス無線周波数スペクトル帯域または共有
の無線周波数スペクトル帯域での使用のために構成されることができる。フレキシブルな
帯域幅によって特徴付けられるｅＣＣは、（例えば、パワーを節約するために）制限され
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た帯域幅の使用を有利に選択する、または、帯域幅全体をモニタすることが不可能なＵＥ
１１５によって使用されることができる帯域幅セグメントまたは狭帯域領域を含むことが
できる。
【００３４】
　[0043]　ｅＣＣは、他のコンポーネントキャリア（ＣＣ）とは異なるＴＴＩ持続時間を
使用することができ、それは、他のＣＣのＴＴＩと比較して、低減された、または可変の
シンボル持続時間の使用を含むことができる。シンボル持続時間は、いくつかの場合では
、変えないことができるが、各シンボルは、異なるＴＴＩを示すことができる。いくつか
の例では、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ持続時間に関連付けされた複数の階層レイヤを含むこ
とができる。例えば、１つの階層レイヤにおけるＴＴＩは、統一された１ｍｓサブフレー
ムに対応することができ、一方で第２のレイヤでは、可変の持続時間のＴＴＩが、短い持
続時間のシンボル期間のバーストに対応することができる。いくつかの場合では、より短
いシンボル持続時間はまた、増大されたサブキャリアの間隔に関連付けられることができ
る。低減されたＴＴＩ持続時間と関連して、ｅＣＣは、動的な時分割複信（ＴＤＤ）動作
を使用することができる（すなわち、それは、動的コンディションにしたがって、短いバ
ーストのために、ダウンリンク（ＤＬ）からアップリンク（ＵＬ）の動作に切替えること
ができる。）
　[0044]　フレキシブルな帯域幅および可変の持続時間ＴＴＩは、修正された制御チャネ
ル構成に関連付けられることができ（例えば、ｅＣＣは、ＤＬ制御情報に関わるエンハン
スド物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を使用することができる）。例えば
、ｅＣＣのいくつかの制御チャネルは、フレキシブルな帯域幅の使用に対応するために、
周波数分割多重（ＦＤＭ）スケジューリングを使用することができる。他の制御チャネル
修正は、（例えば先進型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭ
ＢＭＳ）スケジューリングのための、または、可変の長さのＵＬおよびＤＬバーストの長
さを示すための、）さらなる制御チャネルの使用を含み、あるいは、異なるインターバル
で送信される制御チャネルを含む。ｅＣＣはまた、修正されたまたはさらなるＨＡＲＱ関
連の制御情報を含むことができる。本書に説明されるように、ｅＣＣを使用するシステム
は、ＲＬＣレイヤなしで通信をサポートすることができ、それは、システムのためのプロ
トコルスタックのレイヤの間で不要な動作を簡潔化しまたは低減することができる。
【００３５】
　[0045]　送信デバイス、例えば、ＵＥ１１５または基地局１０５は、ＭＡＣレイヤにお
いてＰＤＣＰ ＰＤＵを受信することができる。そしてデバイスは、ＰＤＣＰ ＰＤＵを使
用してＭＡＣレイヤにおいてトランスポートブロックのセットを生成し、ワイヤレス接続
を介してそれらを送信することができる。受信デバイス、例えばＵＥ１１５または基地局
１０５は、ＭＡＣレイヤにおいてトランスポートブロックを受信し、ＭＡＣ ＳＤＵを生
成し、ＰＤＣＰレイヤにＭＡＣ ＳＤＵを搬送することができる。いくつかの場合では、
ＰＤＣＰレイヤは、次に、異なるタイプの無線ベアラ（例えば、タイプ１無線ベアラ、タ
イプ２無線ベアラ、データ無線ベアラ、シグナリング無線ベアラなど）のためにリオーダ
リングおよび廃棄プロシージャを管理し、上位レイヤにデータを提供することができる。
【００３６】
　[0046]　図２は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリ
ングのためのワイヤレス通信システム２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２
００は、ＵＥ１１５－ａおよび基地局１０５－ａを含むことができ、それらは、図１を参
照して説明されたＵＥ１１５および基地局１０５の例であることができる。ＵＥ１１５－
ａおよび基地局１０５－ａは、ＭＡＣレイヤがＰＤＣＰレイヤと直接通信するプロトコル
スタックを使用することができ、ＭＡＣおよびＰＤＣＰレイヤは、他のシステムのレイヤ
に別の方法で関連付けられることができるさまざまな機能を実施または代替することがで
きる。ＵＥ１１５－ａおよび基地局１０５－ａは、１つまたはいくつかのキャリア２０５
（例えばｅＣＣを含む）と通信することができ、介在するＲＬＣレイヤなしで、ＰＤＣＰ
レイヤ２１０がそれぞれのＭＡＣレイヤ２１５と直接通信するプロトコルスタックを利用
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することができる。
【００３７】
　[0047]　ＲＬＣレイヤなしで通信をサポートするワイヤレス通信システム２００では、
さもなければＲＬＣレイヤに関連付けられることができる動作は、他のレイヤにおいて処
理されるか、除去されることができる。例えば、リオーダリングのような機能は、ＰＤＣ
Ｐレイヤ２１０において処理されることができる。他の機能、例えばスケジューリングお
よび多重化に関連付けられたいくつかの、またはすべての機能は、ＭＡＣレイヤ２１５に
おいて処理され得る。
【００３８】
　[0048]　ＰＤＣＰレイヤ２１０は、ＰＤＣＰ ＰＤＵにおいてそれぞれＭＡＣレイヤ２
１５から提供されるＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングおよび廃棄を管理することができ
る。各ＰＤＣＰ ＳＤＵは、それらの関連付けられたＳＮにしたがって連続的な順序でＰ
ＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングするために使用されることができる対応するＰＤＣＰシ
ーケンスナンバー（ＳＮ）を有することができる。ＰＤＣＰレイヤ２１０は、リオーダリ
ングの対象となるＰＤＣＰ ＳＮの範囲を規定するリオーダリングウインドウを確立する
ことによってリオーダリングを実施することができる。リオーダリングウインドウ外にあ
るＰＤＣＰ ＳＮを有するＳＤＵを包含するＰＤＣＰ ＰＤＵがＭＡＣレイヤ２１５から受
信される場合、それぞれのＰＤＣＰレイヤ２１０は、ＰＤＵを廃棄し得る。そしてＰＤＣ
Ｐレイヤ２１０は、廃棄されていないＰＤＵを処理し、リオーダリングバッファにおいて
関連付けられたＳＤＵを記憶することができる。ＰＤＣＰレイヤは、（例えば３２ビット
値を有する）ＰＤＣＰ ＳＮおよびハイパーフレームナンバー（ＨＦＮ）の連結であるＳ
ＤＵにカウント値を関連付けられることができ、ＳＤＵの解読を実施する。ＰＤＣＰレイ
ヤ２１０は、重複するＳＤＵを廃棄することができる。
【００３９】
　[0049]　ＰＤＣＰレイヤ２１０は、関連付けられたＰＤＣＰ ＳＮにしたがって連続的
な順序でそれぞれの上位レイヤに結果として得られるＳＤＵを搬送することができる。１
つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが、連続的でない順序でリオーダリングバッファにある
場合には、リオーダリングタイマーが開始されることができる。リオーダリングバッファ
における第１の連続的な欠落（missing）ＳＤＵカウント値は、いくつかの例では、リオ
ーダリング＿ＰＤＣＰ＿ＲＸ＿ＣＯＵＮＴと表され得る。リオーダリングタイマーがリオ
ーダリング＿ＰＤＣＰ＿ＲＸ＿ＣＯＵＮＴに対して終了した場合、ＰＤＣＰレイヤ２１０
は、それぞれの上位レイヤに非連続的なＳＤＵを搬送することができる。このような場合
、リオーダリング＿ＰＤＣＰ＿ＲＸ＿ＣＯＵＮＴより少ないカウント値を有するいかなる
記憶されたＳＤＵも廃棄され得、リオーダリング＿ＰＤＣＰ＿ＲＸ＿ＣＯＵＮＴから開始
する連続したカウント値を有する各記憶されたＳＤＵは、それぞれの上位レイヤに搬送す
ることができる。１つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵがリオーダリングバッファにおいて
とどまる（例えば、１つまたは複数の連続的なＳＤＵが欠落している）場合、ＰＤＣＰレ
イヤ２１０は、リオーダリングバッファにおいて第１の非連続的なＰＤＣＰシーケンスナ
ンバー（ＳＮ）のカウントであるようにリオーダリング＿ＰＤＣＰ＿ＲＸ＿ＣＯＵＮＴの
値をアップデートし得、リオーダリングタイマーが再スタートされることができる。
【００４０】
　[0050]　上述のように、ＰＤＣＰレイヤ２１０は、リオーダリングウインドウを使用し
てバッファリングまたは廃棄機能を実施することができる。いくつかの例では、リオーダ
リングウインドウは、ＰＤＣＰ ＳＮの利用可能な範囲の２分の１であり得、その範囲に
入らないＰＤＣＰ ＰＤＵは廃棄され得、その範囲内の被受信ＰＤＣＰ ＰＤＵは、（例え
ばパケットバッファにおいて）記憶され且つ処理される。リオーダリングウインドウは、
上述のように、それぞれの上位レイヤにサブミット(submit)されたＳＮにおいて固定され
得、ウインドウ外にある受信されたＰＤＵは廃棄され得、一方でウインドウ内のＰＤＵは
記憶され且つ処理されることができる。リオーダリングウインドウは、例えば、リオーダ
リングタイマーの終了または１つまたは複数の欠落ＳＤＵの受信によって、最後にサブミ
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ットされたＳＮがアップデートされるときに「プッシュされ（pushed）」ることができる
。送信デバイスは、いくつかの例では、フロー制御を提供するために、利用可能なＰＤＣ
Ｐ ＳＮのわずか半分が一定の時間移動中（in flight）であることを保証することができ
る。送信デバイスは、受信デバイスのＭＡＣレイヤ２１５からの搬送通知に依存すること
ができる。
【００４１】
　[0051]　いくつかの例では、以下により詳細に論じられるように、リオーダリングウイ
ンドウの長さは、受信される無線ベアラのタイプに基づいて選択されることができる。例
えば、タイプ２の無線ベアラは、ＳＤＵの搬送において比較的低い遅延を要求し得、いく
らかの欠落ＳＤＵに対する耐性を有することができる。このような場合、リオーダリング
ウインドウの長さは、ＰＤＣＰ ＰＤＵがリオーダリングウインドウ外にあるＳＮを有す
るＰＤＣＰ ＳＤＵを包含する可能性が低くなり、かくして廃棄される可能性が低くなる
ように、比較的長くなるように選択されることができる。リオーダリングタイマーが終了
する場合、先のＰＤＵからのギャップを有する受信されたＰＤＵが、送信されることがで
きる。他の例では、エンプティバッファタイマーが、リオーダリングバッファを空にする
上位レイヤへの最後の連続的なＳＮの送信の後に、開始されることができる。リオーダリ
ングウインドウ外にあるＰＤＣＰ ＳＮを有する新しいＰＤＵが受信されてエンプティバ
ッファタイマーが終了した場合、リオーダリングウインドウは、新たに受信されたＰＤＵ
にプッシュアップされ（例えば、シフトされ）得、従って、新たに受信されたＰＤＵが、
記憶され、処理され、上位レイヤに提供されるように促す。
【００４２】
　[0052]　さらなる例では、無線ベアラは、ＳＲＢであり得、それは、欠落ＳＤＵに対し
て比較的耐性がない。いくつかの例では、このような無線ベアラのためのリオーダリング
タイマーは、無限に設定され（例えば、タイマー制限を無効にし）ることができ、それに
よって、ＰＤＣＰ ＰＤＵが送信機によって再送信されることを保証するのを助ける。他
の例では、リオーダリングタイマーの使用が維持され得、ＰＤＣＰレイヤ２１０は、どの
ＰＤＣＰ ＳＮが受信されるかを送信機に知らせるためにＳＲＢに対してＰＤＣＰ状態報
告をトリガすることができる。さらなる例では、１つまたは複数のＳＲＢ ＳＤＵがリオ
ーダリングタイマーの終了の後に欠落している場合、ＰＤＣＰレイヤ２１０は、ＳＤＵが
欠落していることを無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤに表示することができ、ＲＲＣレ
イヤは、再確立プロシージャを（例えば、無線リンク障害（ＲＬＦ）のトリガを通じて）
トリガすることができる。再確立は、状態ＰＤＵを送信機に提供されるようにし得、それ
は、欠落ＳＤＵを再送信するために使用されることができる。
【００４３】
　[0053]　図３は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリ
ングをサポートするシステムにおける被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングの管理の
例３００を例示する。図３の例３００において、２個の無線ベアラ、無線ベアラ１および
無線ベアラ２は、複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを含み得、図１および２を参照して説明された
ように、ＵＥ１１５と基地局１０５との間の通信を表すことができる。この例では、無線
ベアラ１は、ＳＤＵ＃０　３０５－ａ、ＳＤＵ＃１　３１０－ａ、およびＳＤＵ＃２　３
１５－ａを含み得る。無線ベアラ２は、ＳＤＵ＃３　３２０－ａ、およびＳＤＵ＃4　３
２５－ａを含むことができる。送信機（例えば、図１または２の基地局１０５）は、はじ
めに、ＳＤＵ＃０　３０５乃至ＳＤＵ＃４　３２５を連続的な順序で（例えば、ＳＤＵ＃
０、次にＳＤＵ＃１、次にＳＤＵ＃２、次にＳＤＵ＃３、次にＳＤＵ＃４というように）
受信機（例えば図１または２のＵＥ１１５）に送信し得、特定のＳＤＵに関わるＡＣＫの
欠如、または否定応答（ＮＡＣＫ）の場合に、ＳＤＵの１つまたは複数を再送信すること
ができる。受信機は、異なる順序でＰＤＣＰレイヤにおいてＳＤＵを受信し得、この例で
は、ＳＤＵ＃０　３０５－ｂを受信し得、ＳＤＵ＃２　３１５－ｂ、ＳＤＵ＃３　３２０
－ｂ、ＳＤＵ＃４　３２５－ｂ、および最後にＳＤＵ＃１　３１０－ｂによって後続され
る。ＰＤＣＰレイヤは、無線ベアラ１および無線ベアラ２の各々に対してリオーダリング
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プロシージャを実施し得、無線ベアラ１に上位レイヤへのＳＤＵ３０５－ｃ、３１０－ｃ
、および３１５－ｃを搬送し、ベアラ２に上位レイヤへのＳＤＵ３２０－ｃおよび３２５
－ｃを連続的な順序で搬送することができる。ＰＤＣＰレイヤにおいて管理されるリオー
ダリングプロシージャは、（例えば、無線ベアラ１がタイプ１の無線ベアラであり、無線
ベアラ２がタイプ２の無線ベアラである場合、）異なるタイプの無線ベアラに適用される
同じプロシージャであり得る。
【００４４】
　[0054]　図４は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリ
ングをサポートするシステムにおける被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵのリオーダリングのための
リオーダリングウインドウ管理４００の例を例示する。リオーダリングウインドウ管理４
００の例は、ワイヤレスデバイス、例えば図１、２を参照して説明されたようなＵＥ１１
５および基地局１０５間の通信を表すことができる。
【００４５】
　[0055]　受信デバイスは、関連付けられたＰＤＣＰ ＳＮを有し得るＭＡＣレイヤから
ＰＤＣＰレイヤにおいて複数のＰＤＣＰ ＰＤＵを受信することができる。最初に、被受
信ＰＤＣＰ ＳＮ４０５－ａは、複数の非連続的な順序のＰＤＣＰ ＳＮ４１０－ａ乃至４
３０－ａを含むことができる。ＰＤＣＰレイヤは、リオーダリングの対象となるＰＤＣＰ
 ＳＮの範囲を規定する確立されたリオーダリングウインドウ４３５を有することができ
る。いくつかの例では、リオーダリングウインドウにおけるＳＮの範囲は、被受信データ
に関連付けられた無線ベアラのタイプに少なくとも部分的に基づくことができる。上述の
ように、リオーダリングウインドウ４３５は、上位レイヤにサブミットされた最新のＰＤ
ＣＰ ＳＤＵに関連付けられた、ＳＮ４１５－ａに後続して開始し得、かくして、リオー
ダリングウインドウ４３５に第１のＳＮとして次の連続的なＳＮに関連付けられた欠落Ｓ
Ｎ４２０－ａを置く。１つまたは複数のＰＤＵが、リオーダリングウインドウ外にあるＳ
Ｎ、例えば、ＳＮ４１０－ａ、またはＳＮ４３０－ａに関連付けられたＰＤＵ、で受信さ
れる場合、関連付けられたＰＤＵは、廃棄されることができる。そしてＰＤＣＰレイヤは
、廃棄されていないＰＤＵを処理し、リオーダリングバッファにおいて、関連付けられた
ＳＤＵ、例えば、ＳＮ４２５－ａに関連付けられた、処理された／記憶されたＳＤＵを記
憶することができる。後に、ＰＤＣＰレイヤは、リオーダリングウインドウ４３５内でＳ
Ｎに関連付けられた別のＰＤＵを受信し得、リオーダリングバッファにおいてＳＤＵを処
理／記憶することができる。
【００４６】
　[0056]　図４の例において、次の被受信ＰＤＣＰ ＳＮ４０５－ｂは、欠落ＳＮ４２０
－ｂを有するＰＤＵを含むことができる。このような場合、ＰＤＣＰレイヤは、上位レイ
ヤにサブミットされた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵに関連付けられたＳＮ４４０を決定し、次
の欠落ＳＮ４４５を識別することができる。そしてＰＤＣＰレイヤは、入力ＰＤＵのため
に次の欠落ＳＮ４４５で開始するＳＮの範囲を有するように、リオーダリングウインドウ
を修正（例えば、シフト）し得、プッシュされたリオーダリングウインドウ４５０を生成
する。同様に上述されたように、プッシュされたリオーダリングウインドウ４５０外にあ
る受信されたＰＤＵ、例えば、ＳＮ４１０－ｂおよび４３０－ｂに関連付けられたＰＤＵ
、は、ＳＮ４２５－ｂに関連付けられた、処理された/記憶されたＳＤＵを包含すること
ができ、それは、最新のサブミットされたＳＤＵに関連付けられたＳＮ４４０からの非連
続的な、プッシュされたリオーダリングウインドウ４５０内のＰＤＣＰ ＳＮを有するこ
とができる。
【００４７】
　[0057]　リオーダリングウインドウ４３５またはプッシュされたリオーダリングウイン
ドウ４５０におけるＰＤＣＰ ＳＮの範囲は、複数の係数に基づいて決定されることがで
きる。上述のように、ＰＤＣＰレイヤは、動作の複数のモードにしたがって動作すること
ができ、いくつかの例では、タイプ１のベアラは、比較的短いリオーダリングウインドウ
を有することができ、タイプ２のベアラは、比較的長いリオーダリングウインドウを有す
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ることができる。比較的短いリオーダリングウインドウは、追加のＰＤＣＰ ＰＤＵがリ
オーダリングウインドウ外にあるものとして廃棄されることをもたらすことができ、それ
は、このようなＰＤＵの再送信を開始することができる。上述のように、リオーダリング
タイマーは、非連続的なＳＮを有するＳＤＵがリオーダリングバッファに位置されるとき
に開始されることができ、いくつかの例では、リオーダリングタイマーの長さが動作の関
連付けられたモードおよびベアラのタイプに基づいて調整されることができる。いくつか
の例では、タイプ１のベアラは、比較的短いリオーダリングウインドウおよび比較的長い
リオーダリングタイマーを有することができ、したがって、各ＳＤＵの受信の可能性を高
める一方で、いくつかの場合では、比較的長い遅延が存在し得る。上述されたように、タ
イプ１のベアラは、遅延に対するより強い耐性を有することができ、リオーダリングウイ
ンドウおよびリオーダリングタイマーは、このような遅延耐性に少なくとも部分的に基づ
いて提供されることができる。
【００４８】
　[0058]　他の例では、ＳＤＵは、タイプ２のベアラに関連付けられることができ、それ
は、遅延センシティブであり得るが、欠落ＳＤＵ（例えば、ＶｏＬＴＥ ＤＲＢ）に対す
るより強い耐性を有することができる。このようなベアラは、リオーダリングウインドウ
が行き詰まる（stall）場合に潜在的な問題に直面する可能性があり、それは、パケット
が長時間にわたって受信されないと同時にリオーダリングタイマーが動作していない場合
に生る可能性がある。例えば、ＳＮ４２５に関連付けされた処理された/記憶されたＳＤ
Ｕがリオーダリングバッファに存在しない場合、リオーダリングタイマーは開始されない
。チャネルコンディションがシグナルフェージングをもたらす可能性があり、送信された
ＰＤＵが受信機において受信されない場合において、チャネルコンディションが改善する
ときに受信機において受信され、後に送信されるＰＤＵは、リオーダリングウインドウ４
３５またはプッシュされたリオーダリングウインドウ４５０外にあり可能性があり、廃棄
されることができる。遅延センシティブ無線ベアラ、例えば上述されたタイプ２のベアラ
に関しては、このような状況は、性能に影響を与え可能性があるさらなる遅延をもたらす
可能性がある。いくつかの例では、タイプ２のベアラのためのリオーダリングウインドウ
のためのＰＤＣＰ ＳＮの範囲が増大されることができ、したがってリオーダリングバッ
ファに位置されることができるＳＤＵの数が増大し、リオーダリングウインドウが行き詰
まる可能性を低減することができる。さらに、リオーダリングタイマーは、このようなベ
アラのためにより迅速に終了するように設定されることができ、それは、欠落ＳＤＵの場
合に、リオーダリングウインドウがより迅速にプッシュされることを可能にすることがで
きる。
【００４９】
　[0059]　他の例では、異なるベアラの信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットに対応す
るためにリオーダリングウインドウパラメータを選択することに加えて、またはその代替
として、「エンプティバッファ（empty buffer）」タイマーが、リオーダリングウインド
ウをプッシュするために使用されることができる。図５は、本開示のさまざまな態様にし
たがって、ｅＣＣでＰＤＣＰリオーダリングをサポートするシステムにおいてエンプティ
バッファタイマーを使用するリオーダリングウインドウ管理５００の例を例示する。リオ
ーダリングウインドウ管理５００の例は、図１および２を参照して説明されたようなＵＥ
１１５および基地局１０５のようなワイヤレスデバイス間の通信を表すことができる。
【００５０】
　[0060]　図４に関して論じられたのと同様に、受信デバイスは、関連付けされたＰＤＣ
Ｐ ＳＮを有することができるＭＡＣレイヤからＰＤＣＰレイヤにおいて複数のＰＤＣＰ 
ＰＤＵを受信することができる。最初に、ＰＤＣＰ ＳＮ５０５は、上位レイヤにサブミ
ットされた最後のＳＤＵに関連付けられたＳＮ５１５を含むことができる。この例では、
リオーダリングウインドウ５３５は、最後にサブミットされたＳＤＵに、次の連続的なＳ
Ｎで開始するＳＮの範囲で、設定され得る。他のＳＤＵがリオーダリングバッファに存在
しない場合、ＰＤＣＰレイヤは、エンプティバッファタイマー５３０を開始することがで
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き、それは、後の連続的なＳＮを有する新しいＰＤＵがＰＤＣＰレイヤにおいて受信され
るまで動作することができる。送信デバイスが、送信機によってドロップされたまたはロ
ストされた、ＳＮ５２０に関連付けされたＰＤＵを送信することを試みている場合、（例
えば、５２０－ａ、５２０－ｂ、および５２０－ｃの）ＳＮ５２０に関連付けされたＰＤ
Ｕは、ＰＤＣＰレイヤにおいて受信されない場合がある。上述されたように、このような
状況は、（例えば、別のデバイスからの干渉、不十分なチャネルコンディションを伴う位
置への受信機または送信機の移動、による）悪化したチャネルコンディションの場合に、
生じることができる。チャネルコンディションが改善すると、ＳＮ５４０に関連付けられ
た新しいＰＤＵが、ＰＤＣＰレイヤにおいて受信されることができる。ＳＮ５４０に関連
付けられたＰＤＵは、リオーダリングウインドウ５３５外にある可能性があるが、エンプ
ティバッファタイマー５３０の満了に後続することができる。エンプティバッファタイマ
ー５３０が満了し、ＳＮ５４０に関連付けられた新しいＰＤＵが受信される場合、ＰＤＣ
Ｐレイヤは、ＳＮ５４０の次のＳＮで開始するＳＮの範囲をリオーダリングウインドウ５
３５に提供するために、ＳＮの範囲をプッシュインすることができる。エンプティバッフ
ァタイマー５３０は、したがってリオーダリングウインドウ５３５を再設定するように動
作することができ、そうでなければＳＮ５４０を有する新しいＰＤＵから上位レイヤにデ
ータを提供する際に導入される可能性がある遅延を減じることができる。いくつかの例で
は、エンプティバッファタイマー５３０は、タイプ２のベアラのような遅延センシティブ
ベアラのために開始されることができ、特定のベアラに関連付けされた遅延要件に基づい
て構成されることができる。
【００５１】
　[0061]　上述されたように、異なるタイプの無線ベアラは、信頼性または遅延に関連し
た異なる要件を有することができ、さまざまなリオーダリングパラメータは、無線ベアラ
の要件にしたがって構成されることができる。いくつかの例では、ＳＲＢは、ＳＲＢ情報
の適切な受信および処理のより高い可能性を提供するリオーダリングパラメータで構成さ
れることができる。ＳＲＢは、これらの無線ベアラが上位レイヤにおいて、ロストＰＤＵ
の再送信をトリガすることができる関連付けられたプロセスを有していない場合があるの
で、特に高い信頼性要件を有し得る。したがって、ＰＤＣＰレイヤは、いくつかの例では
、強化された受信を提供するために、ＳＲＢを管理することができる。いくつかの例では
、ＳＲＢに関連付けられたＳＤＵのためのリオーダリングタイマーは、無限に設定される
ことができ（または、そうでなければＳＲＢのためのタイマー制限が無効にされることが
でき）、したがってリオーダリングウインドウをプッシュする前にＰＤＣＰ ＰＤＵがリ
オーダリングバッファにおいて受信されることを保証するのを助ける。ＰＤＵが失われた
場合、ＰＤＵの受信がないことが、送信機によるＰＤＵの再送信をトリガし、受信ＰＤＣ
Ｐレイヤは、リオーダリングウインドウをプッシュする前にＰＤＵが受信されるまで待つ
。いくつかの例では、無限のリオーダリングタイマーを設定するのではなく、ＰＤＣＰレ
イヤは、リオーダリングタイマーが満了するときにＳＲＢのためのＰＤＣＰ状態報告をト
リガすることができ、それは、欠落ＰＤＵの再送信を促す。さらなる例では、ＰＤＣＰレ
イヤは、ＰＤＣＰ ＰＤＵの適切でない搬送をＲＲＣレイヤに通知することができ、それ
は、ＲＬＦを宣言するようにＲＲＣレイヤをトリガし、再確立プロシージャをトリガする
ことができる。
【００５２】
　[0062]　ＰＤＣＰ再確立プロシージャは、いくつかの例にしたがえば、異なるタイプの
無線ベアラごとに異なっていてもよい。ＰＤＣＰ再確立は、例えば、ハンドオーバまたは
ＲＬＦの後に、開始されることができる。いくつかの例では、タイプ１の無線ベアラは、
レガシＲＬＣ ＡＭ再確立にしたがって使用されるのと同様のＰＤＣＰ再確立プロシージ
ャを有することができ、ここにおいて状態ＰＤＵ送信は、パケット転送または再送信のた
めに構成されることができる。ＰＤＣＰ ＳＮおよびＨＦＮは、このようなプロシージャ
において、再確立の後に保持されることができ、リオーダリングは、すべてのＰＤＵの受
信の可能性を高めるために、タイマー制限なしでサポートされることができる。いくつか
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の例では、タイプ２の無線ベアラは、無線ベアラ要件に基づいて構成可能なパラメータを
有することができる再確立プロシージャを有することができる。いくつかの例では、状態
ＰＤＵ送信が構成されることができ、再送信は、最大搬送時間まで実施されることができ
、転送は、Ｘ２にわたって実施されることができる。いくつかの例では、ＰＤＣＰ ＳＮ
およびＨＦＮは、状態ＰＤＵ送信が構成されるときに保持されることができ、状態ＰＤＵ
送信が構成されない場合は保持されなくてもよい。再確立の間のリオーダリングがサポー
トされることができ、無線ベアラの１つまたは複数の特性に基づいて設定される構成可能
なタイマーを使用することができる。したがって、異なるモードは、無線ベアラのタイプ
に基づいて選択される再確立プロシージャを有することができる。
【００５３】
　[0063]　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオー
ダリングに関わるプロセスフロー６００の例を例示する。プロセスフロー６００は、ＵＥ
１１５－ｂおよび基地局１０５－ｂを含むことができ、それらは、図１および２を参照し
て説明されたＵＥ１１５および基地局１０５の例であってよい。例としてのプロセスフロ
ー６００がダウンリンク通信を対象としているが、本書に説明される技術はまた、アップ
リンク通信にも適用可能であり、ＰＤＣＰリオーダリングはまた、ＵＬ通信のための基地
局１０５－ｂによって実施されることができる。
【００５４】
　[0064]　基地局１０５－ｂは、無線ベアラ送信６０５を送信することができ、それは、
ＵＥ１１５－ｂにおいて受信されることができる。ＵＥ１１５－ｂは、ブロック６１０に
おいて、ＰＤＣＰレイヤにおいて第１の無線ベアラＳＤＵを受信することができる。ＵＥ
１１５－ｂはまた、ブロック６１５において示されているように、ＰＤＣＰレイヤにおい
て第２の無線ベアラＳＤＵを受信することができる。上述されたように、第１の無線ベア
ラおよび第２の無線ベアラは、異なる信頼性ターゲット、異なる遅延ターゲット、または
それらの組み合わせを有することができる異なるタイプの無線ベアラであってよい。ブロ
ック６２０において、ＵＥ１１５－ａは、被受信ＳＤＵにおいてリオーダリング／廃棄プ
ロシージャを管理することができる。いくつかの例では、リオーダリング／廃棄プロシー
ジャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）にしたがってＰＤＣＰ ＳＤＵを
配列するリオーダリングおよび廃棄プロシージャを備え、特定の無線ベアラに関わるベア
ラタイプに基づいて設定されたリオーダリングウインドウパラメータによって、リオーダ
リングウインドウ外にあるＰＤＣＰ ＳＮを有するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する。例えば、
第１の無線ベアラは、肯定応答モード（ＡＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応する
ことができる比較的高い信頼性ターゲットを有することができ、第２の無線ベアラは、否
定応答モード（ＵＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応することができる比較的低い
信頼性ターゲットを有することができる。いくつかの例では、ＰＤＣＰレイヤにおけるリ
オーダリングウインドウパラメータは、上述されたのと同様の方法で、ベアラタイプに基
づいて選択されることができる。いくつかの例では、第１のリオーダリングウインドウパ
ラメータおよび第２のリオーダリングウインドウパラメータは、関連付けされた第１の無
線ベアラおよび第２の無線ベアラの遅延または信頼性ターゲットに少なくとも部分的に基
づいて個々に構成される。ブロック６２０において、ＵＥ１１５－ｂは、被受信ＳＤＵを
解読および解凍するために、暗号化およびヘッダ圧縮プロシージャを実施することができ
る。
【００５５】
　[0065]　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるパケットデータ
コンバージェンスプロトコルリオーダリングのために構成されたワイヤレスデバイス７０
０のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１乃至６を参照して説明された
ＵＥ１１５または基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス７００は、受
信機７０５、ＰＤＣＰモジュール７１０、または送信機７１５を含むことができる。ワイ
ヤレスデバイス７００はまた、プロセッサを含むことができる。これらのコンポーネント
の各々は、互いと通信状態にあってよい。
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【００５６】
　[0066]　受信機７０５は、さまざまな情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチ
ャネルおよびｅＣＣによるパケットデータコンバージェンスプロトコルリオーダリングに
関連した情報など）に関連付けされた、制御情報、ユーザデータ、またはパケットのよう
な情報を受信することができる。情報は、ＰＤＣＰモジュール７１０に、およびワイヤレ
スデバイス７００の他のコンポーネントに渡されることができる。
【００５７】
　[0067]　ＰＤＣＰモジュール７１０は、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第
１の無線ベアラのためのＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）サービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信し、第１の信頼
性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２の無線ベアラのた
めのＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信し、第１の複数のＰＤ
ＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣＰレイヤにおいてリオー
ダリングプロシージャを管理することができる。いくつかの例では、第１の無線ベアラは
、第１の遅延ターゲットでデータを搬送することができ、第２の無線ベアラは、第１の遅
延ターゲットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送することができる。
【００５８】
　[0068]　送信機７１５は、ワイヤレスデバイス７００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信することができる。いくつかの例では、送信機７１５は、トランシーバモ
ジュールで受信機７０５とコロケートされることができる。送信機７１５は、単一のアン
テナを含み得るか、またはそれが複数のアンテナを含み得る。
【００５９】
　[0069]　図８は、本開示のさまざまな態様にしたがってｅＣＣによるＰＤＣＰリオーダ
リングのためのワイヤレスデバイス８００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス８０
０は、図１乃至７を参照して説明されたワイヤレスデバイス７００、基地局１０５または
ＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス８００は、受信機７０５－ａ、Ｐ
ＤＣＰモジュール７１０－ａ、または送信機７１５－ａを含むことができる。ワイヤレス
デバイス８００はまた、プロセッサを含むことができる。これらのコンポーネントの各々
は、互いに通信状態にあり得る。ＰＤＣＰモジュール７１０－ａはまた、ＰＤＣＰ ＰＤ
Ｕモジュール８０５、およびＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０を含むことができ
る。
【００６０】
　[0070]　受信機７０５－ａは、ＰＤＣＰモジュール７１０－ａに、およびワイヤレスデ
バイス８００の他のコンポーネントに渡され得る情報を受信することができる。ＰＤＣＰ
モジュール７１０－ａは、図７を参照して説明された動作を実施することができる。送信
機７１５－ａは、ワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネントから受信された信号を
送信することができる。
【００６１】
　[0071]　ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５は、図２乃至６を参照して説明されたよう
に、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのためのＰＤＣＰレイ
ヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）サービ
スデータユニット（ＳＤＵ）を受信することができる。ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０
５はまた、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する
第２の無線ベアラのためにＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信
することができる。いくつかの例では、第１の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットでデ
ータを搬送することができ、第２の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットより短い第２の
遅延ターゲットでデータを搬送することができる。いくつかの例では、第１の無線ベアラ
は、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であることができ、第２の無線ベアラは、データ
無線ベアラ（ＤＲＢ）であることができる。いくつかの例では、第１の信頼性ターゲット
は、肯定応答モード（ＡＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応し、第２の信頼性ター
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ゲットは、否定応答モード（ＵＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲットに対応する。いくつか
の例では、無線ベアラごとに、ＰＤＣＰモジュール７１０－ａと協調してＰＤＣＰ再確立
プロシージャを実施することは、無線ベアラのための信頼性ターゲットまたは遅延ターゲ
ットのうちの一方または両方を識別することを含むことができる。ＰＤＣＰ ＰＤＵモジ
ュール８０５はまた、状態ＰＤＵが構成されるときにＰＤＣＰ再確立プロシージャの前に
確立されたハイパーフレームナンバー（ＨＦＮ）および連続的なＰＤＣＰシーケンスナン
バー（ＳＮ）を保持することができる。
【００６２】
　[0072]　ＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０は、図２乃至６を参照して説明され
たように、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰ
ＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することができる。いくつかの
例では、リオーダリングプロシージャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）
にしたがってＰＤＣＰ ＳＤＵを配列し、リオーダリングウインドウ外にあるＰＤＣＰ Ｓ
Ｎを有するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する、リオーダリングおよび廃棄プロシージャを含む
ことができる。
【００６３】
　[0073]　図９は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオー
ダリングのためのワイヤレスデバイス８００、またはワイヤレスデバイス７００のコンポ
ーネントであり得るＰＤＣＰモジュール７１０－ｂのブロック図９００を示す。ＰＤＣＰ
モジュール７１０－ｂは、図７乃至８を参照して説明されたＰＤＣＰモジュール７１０の
態様の例であり得る。ＰＤＣＰモジュール７１０－ｂは、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８
０５－ａ、およびＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０－ａを含むことができる。こ
れらのモジュールの各々は、図８を参照して説明された機能を実施することができる。Ｐ
ＤＣＰモジュール７１０－ｂはまた、リオーダリングウインドウモジュール９０５、ＰＤ
ＣＰ廃棄モジュール９１０、エンプティバッファタイマー９１５、リオーダリングタイマ
ー９２０、ＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５、ＲＬＦモジュール９３０、ＰＤＣＰ再確
立モジュール９３５、および再確立タイマー９４０を含むことができる。
【００６４】
　[0074]　リオーダリングウインドウモジュール９０５は、図２乃至６を参照して説明さ
れたように、リオーダリングプロシージャを管理することが第１の信頼性ターゲットまた
は第１の遅延ターゲットのうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて第１の無
線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成することを
含むことができるように、構成されることができる。リオーダリングウインドウモジュー
ル９０５はまた、第２の信頼性ターゲットまたは第２の遅延ターゲットのうちの１つまた
は複数に少なくとも部分的に基づいて第２の無線ベアラのための第２のＰＤＣＰリオーダ
リングウインドウパラメータを構成することができる。いくつかの例では、第１のリオー
ダリングウインドウパラメータおよび第２のリオーダリングウインドウパラメータは、関
連付けられた第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラの遅延または信頼性ターゲットに
少なくとも部分的に基づいて互いに独立して構成される。いくつかの例では、第１のリオ
ーダリングウインドウパラメータおよび第２のリオーダリングウインドウパラメータは、
各々、リオーダリングの対象となるＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）の範囲に対応し
、第１のリオーダリングウインドウパラメータのＰＤＣＰ ＳＮの範囲は、第２のリオー
ダリングウインドウパラメータのＰＤＣＰ ＳＮの範囲より大きくなり得る。リオーダリ
ングウインドウモジュール９０５はまた、関連付けされた第１の無線ベアラまたは第２の
無線ベアラの信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づいてリオ
ーダリングタイマーを設定することができる。リオーダリングウインドウモジュール９０
５はまた、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵがリオーダリングウインドウ外で受信され、エンプテ
ィバッファタイマーが終了した場合に、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵ無線ベアラに関連付けら
れたリオーダリングウインドウを再設定することができる。いくつかの例では、第１の無
線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり得、第１の無線ベアラのための第
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１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータは、ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序
で受信されるかどうかに関係なく、およびＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の間の経過時間に関係
なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されることを提供するように、構成されることがで
きる。
【００６５】
　[0075]　ＰＤＣＰ廃棄モジュール９１０は、図２乃至６を参照して説明されたように、
関連付けされたリオーダリングウインドウ外で受信された１つまたは複数の被受信ＰＤＣ
Ｐ ＳＤＵを廃棄するように構成されることができる。ＰＤＣＰ廃棄モジュール９１０は
また、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵ無線ベアラに関連付けされたエンプティバッファタイマー
が終了していない場合、リオーダリングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤ
Ｕを廃棄することができる。
【００６６】
　[0076]　エンプティバッファタイマー９１５は、リオーダリングプロシージャが、図２
乃至６を参照して説明されたように、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラにそれぞ
れ関連付けされた最新の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に、第１のまたは第２の無
線ベアラのためのエンプティバッファタイマーを開始することを含むことができるように
、構成されることができる。いくつかの例では、エンプティバッファタイマーは、関連付
けされた第１の無線ベアラおよび第２の無線ベアラの信頼性ターゲットまたは遅延ターゲ
ットのうち１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて設定されることができる。リオ
ーダリングタイマー９２０は、リオーダリングプロシージャが、図２乃至６を参照して説
明されたように、第１の無線ベアラに関連付けされた最新ＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に
第１の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することを含むことが
できるように、構成されることができる。
【００６７】
　[0077]　ＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５は、図２乃至６を参照して説明されたよう
に、最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前に
リオーダリングタイマーが満了した場合、第１の無線ベアラの送信機でＰＤＣＰ状態報告
をトリガすることができる。ＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５はまた、遅延ターゲット
または信頼性ターゲットのうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいて受信機に
おいて受信されたＰＤＣＰ ＳＤＵを示す状態プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）送信
を構成することを、決定することができる。ＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５はまた、
しきい値より大きい信頼性ターゲットで、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）のためのお
よびデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）のための状態ＰＤＵ送信を構成すること決定することが
できる。
【００６８】
　[0078]　ＲＬＦモジュール９３０は、図２乃至６を参照して説明されたように、最新の
被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前にリオーダリ
ングタイマーが満了した場合に、第１の無線ベアラに関わる無線リンク障害（ＲＬＦ）プ
ロシージャをトリガすることができる。ＲＬＦモジュール９３０はまた、無線リソース制
御（ＲＲＣ）レイヤに１つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが欠落していることのインジケ
ーションを提供することができる。ＲＬＦモジュール９３０はまた、無線リソース制御（
ＲＲＣ）レイヤに１つまたは複数の新しいＰＤＣＰ ＳＤＵが受信されることのインジケ
ーションを提供することができる。
【００６９】
　[0079]　ＰＤＣＰ再確立モジュール９３５は、第１の無線ベアラ、または第２の無線ベ
アラのうちの１つまたは複数のためのＰＤＣＰ再確立プロシージャを実施することができ
、ここにおいて、ＰＤＣＰ再確立プロシージャは、図２乃至６を参照して説明されたよう
に、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラのための信頼性ターゲットまたは遅延ター
ゲットに少なくとも部分的に基づいて選択される。再確立タイマー９４０は、図２乃至６
を参照して説明されたように、ＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始に続いてＰＤＣＰ Ｓ
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ＤＵをリオーダリングすることと、再確立タイマーの満了に続いてＰＤＣＰ再確立プロシ
ージャの開始の前から(from prior to the initiation)ＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリン
グすることを中止することと、を行うために構成され得る。いくつかの例では、再確立タ
イマーの持続時間は、無線ベアラの信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットのうちの一方
または両方に少なくとも部分的に基づいて決定されることができる。
【００７０】
　[0080]　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるパケットデー
タコンバージェンスプロトコルリオーダリングのために構成されるＵＥ１１５－ｃを含む
システム１０００の図を示す。ＵＥ１１５－ｃは、図１、２、７、および８を参照して説
明されたワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバイス８００またはＵＥ１１５の態様
の例であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、ＰＤＣＰモジュール７１０－ｃを含むことができ、
それは、図７乃至９を参照して説明されたＰＤＣＰモジュール７１０の態様の例であり得
る。ＵＥ１１５－ｃはまた、ＵＥ１１５－ｃのためのｅＣＣプロシージャを管理し得るｅ
ＣＣモジュール１０２５を含むことができる。ＵＥ１１５－ｃはまた、通信を送信するた
めのコンポーネントおよび通信を受信するためのコンポーネントを含む、双方向音声およ
びデータ通信のためのコンポーネントを含むことができる。例えば、ＵＥ１１５－ｃは、
ＵＥ１１５－ｄまたは基地局１０５－ｃと双方向に通信することができる。
【００７１】
　[0081]　ＵＥ１１５－ｃはまた、プロセッサ１００５、およびメモリ１０１５（ソフト
ウェア／ファームウェアコード１０２０を含む）、１つまたは複数のトランシーバ１０３
５、および１つまたは複数のアンテナ１０４０を含むことができ、これらの各々は、（例
えば、バス１０４５を介して）互いに間接的にまたは直接通信することができる。上述さ
れたように、（１つまたは複数の）トランシーバ１０３５は、（１つまたは複数の）アン
テナ１０４０、または有線あるいは無線のリンクを介して、１つまたは複数のネットワー
クと双方向に通信することができる。例えば、（１つまたは複数の）トランシーバ１０３
５は、基地局１０５－ｃまたはＵＥ１１５－ｄと双方向に通信することができる。（１つ
または複数の）トランシーバ１０３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のために（１つまたは複数の）アンテナ１０４０に提供し、そして（１つまたは複数の）
アンテナ１０４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含むことができる。
ＵＥ１１５－ｃは、単一のアンテナ１０４０を含むことができるが、ＵＥ１１５－ｃはま
た、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能である複数のアンテナ
１０４０を有することができる。
【００７２】
　[0082]　メモリ１０１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ
（ＲＯＭ）を含むことができる。メモリ１０１５は、実行されるとき、プロセッサ１００
５に、本書に説明されるさまざまな機能（例えば、ｅＣＣによるパケットデータコンバー
ジェンスプロトコルリオーダリングなど）を実施させる命令を含む、コンピュータ可読、
コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１０２０を記憶することがで
きる。代替として、ソフトウェア／ファームウェアコード１０２０は、プロセッサ１００
５によって直接的に実行可能ではない場合もあるが、コンピュータに、（例えば、コンパ
イルおよび実行されるとき、）本書に説明される機能を実施させることができる。

プロセッサ１００５は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処理ユニ
ット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含
むことができる。
【００７３】
　[0083]　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるパケットデー
タコンバージェンスプロトコルリオーダリングのために構成される基地局１０５－ｄを含
むシステム１１００の図を示す。基地局１０５－ｄは、図１、２、７、８および１０を参
照して説明された基地局１０５、ワイヤレスデバイス８００、またはワイヤレスデバイス
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７００の態様の例であり得る。基地局１０５－ｄは、ＰＤＣＰモジュール７１０－ｄを含
むことができ、それは、図７乃至９を参照して説明されたＰＤＣＰモジュール７１０の態
様の例であり得る。基地局１０５－ｄはまた、通信を送信するためのコンポーネントおよ
び通信を受信するためのコンポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコ
ンポーネントを含むことができる。例えば、基地局１０５－ｄは、ＵＥ１１５－ｅまたは
ＵＥ１１５－ｆと双方向に通信することができる。
【００７４】
　[0084]　いくつかの場合では、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数の有線バックホー
ルリンクを有することができる。基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０への有線
バックホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェースなど）を有することができる。基地
局１０５－ｄはまた、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インターフェース）を
介して、基地局１０５－ｅおよび基地局１０５－ｆのような、他の基地局１０５と通信す
ることができる。基地局１０５の各々は、同じ、または異なるワイヤレス通信技術を使用
してＵＥ１１５と通信することができる。いくつかの場合では、基地局１０５－ｄは、基
地局通信モジュール１１２５を使用して１０５－ｅまたは１０５－ｆのような他の基地局
と通信することができる。いくつかの例では、基地局通信モジュール１１２５は、複数の
基地局１０５のいくつかの間の通信を提供するために、ロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供
することができる。いくつかの例では、基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０を
通じて他の基地局と通信することができる。いくつかの場合では、基地局１０５－ｄは、
ネットワーク通信モジュール１１３０を通してコアネットワーク１３０と通信することが
できる。
【００７５】
　[0085]　基地局１０５－ｄは、プロセッサ１１０５、（ソフトウェア／ファームウェア
コード１１２０を含む）メモリ１１１５、１つまたは複数のトランシーバ１１３５、およ
び１つまたは複数のアンテナ１１４０を含むことができ、それらは各々、（例えば、バス
システム１１４５上で）互いに、直接または間接的に、通信状態にあり得る。（１つまた
は複数の）トランシーバ１１３５は、ＵＥ１１５と、（１つまたは複数の）アンテナ１１
４０を介して、双方向で通信するように構成されることができ、それは、マルチモードデ
バイスであり得る。（１つまたは複数の）トランシーバ１１３５（または基地局１０５－
ｄの他のコンポーネント）はまた、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と、（１つ
または複数の）アンテナ１１４０を介して、双方向で通信するように構成されることがで
きる。（１つまたは複数の）トランシーバ１１３５は、パケットを変調し、変調されたパ
ケットを送信のためにアンテナ１１４０に提供し、アンテナ１１４０から受信されたパケ
ットを復調するように構成されたモデムを含むことができる。基地局１０５－ｄは、各々
１つまたは複数の関連付けされたアンテナ１１４０を備えた、複数のトランシーバ１１３
５を含むことができる。（１つまたは複数の）トランシーバは、図７の組み合わされた受
信機７０５および送信機７１５の例であり得る。
【００７６】
　[0086]　メモリ１１１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含むことができる。メモリ１１１５
はまた、実行されるとき、プロセッサ１１１０に、本書に説明されるさまざまな機能（例
えば、ｅＣＣによるパケットデータコンバージェンスプロトコルリオーダリング、技術呼
処理、データベース管理、メッセージルーティングなど）を実施させるように構成される
命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能なソフトウェア／ファームウェア
コード１１２０を記憶することができる。代替として、コード１１２０は、プロセッサ１
１０５によって直接的に実行可能ではない場合があるが、コンピュータに、例えば、コン
パイルされ、実行されるときに、本書に説明される機能を実施させるように構成されるこ
とができる。プロセッサ１１０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、
ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含むことができる。プロセッサ１１０５
は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、ラジオヘッドコント
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ローラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）などのような、さまざまな特別用途のプ
ロセッサを含むことができる。
【００７７】
　[0087]　基地局通信モジュール１１２５は、他の基地局１０５との通信を管理すること
ができる。いくつかの場合では、通信管理モジュールは、他の基地局１０５と連携してＵ
Ｅ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含むことができる
。例えば、基地局通信モジュール１１２５は、ビームフォーミングもしくはジョイント送
信のようなさまざまな干渉緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリ
ングを調整することができる。
【００７８】
　[0088]　ワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバイス８００、およびＰＤＣＰモジ
ュール７１０のコンポーネントは、個々にまたは集合的に、ハードウェア中で適用可能な
機能のうちのいくつかまたは全てを実施するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣ
でインプリメントされることができる。代替として、機能は、少なくとも１つの集積回路
（ＩＣ）上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施されるこ
とができる。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別の半カスタ
ムＩＣ）が使用され得、それらは、当該技術分野において既知の任意の方法でプログラム
されることができる。各ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定用途向
けのプロセッサによって実行されるようにフォーマット化された、メモリにおいて具現化
される命令で、全体的または部分的にインプリメントされることができる。
【００７９】
　[0089]　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１２００を例示するフローチャートを示す。方法１２００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５、または
それらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされることができる。例え
ば、方法１２００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように、ＰＤＣＰモジュー
ル７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバイスは、デバイスの
機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令のセットを実行するこ
とができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して以下
に説明される機能の態様を実施することができる。
【００８０】
　[0090]　ブロック１２０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰ
ＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロック
１２０５の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュ
ール８０５によって実施されることができる。
【００８１】
　[0091]　ブロック１２１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを
受信することができる。ブロック１２１０の動作は、図８または９を参照して説明された
ように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【００８２】
　[0092]　ブロック１２１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣ
Ｐレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することができる。ブロック１２１
５の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰリオーダリングモジュ
ール８１０によって実施されることができる。
【００８３】
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　[0093]　図１３は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方法１３００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５、または
それらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされることができる。例え
ば、方法１３００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように、ＰＤＣＰモジュー
ル７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバイスは、デバイスの
機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令のセットを実行するこ
とができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して以下
に説明される機能の態様を実施することができる。方法１３００はまた、図１２の方法１
２００の態様を組み込むことができる。
【００８４】
　[0094]　ブロック１３０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットおよび第１の遅延ターゲットでデータを搬送する第１の無
線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信
することができる。ブロック１３０５の動作は、図８または９を参照して説明されたよう
に、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【００８５】
　[0095]　ブロック１３１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットおよび第１の遅延ターゲ
ットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送する第２の無線ベアラのための受信機
のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロ
ック１３１０の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモ
ジュール８０５によって実施されることができる。
【００８６】
　[0096]　ブロック１３１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットまたは第１の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づい
て第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成
することができる。ブロック１３１５の動作は、図８を参照して説明されたようなＰＤＣ
Ｐリオーダリングモジュール８１０によって、または図９を参照して説明されたようなリ
オーダリングウインドウモジュール９０５によって、実施されることができる。
【００８７】
　[0097]　ブロック１３２０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第２の信頼性ターゲットまたは第２の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づい
て第２の無線ベアラのための第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータを構成
することができる。ブロック１３２０の動作は、図８を参照して説明されたようなＰＤＣ
Ｐリオーダリングモジュール８１０、または図９を参照して説明されたようなリオーダリ
ングウインドウモジュール９０５によって、実施されることができる。
【００８８】
　[0098]　図１４は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５、または
それらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされることができる。例え
ば、方法１４００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように、ＰＤＣＰモジュー
ル７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバイスは、デバイスの
機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令のセットを実行するこ
とができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して以下
に説明される機能の態様を実施することができる。方法１４００はまた、図１２および１
３の方法１２００および１３００の態様を組み込むことができる。
【００８９】
　[0099]　ブロック１４０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
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うに、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰ
ＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロック
１４０５の動作は、図８または９を参照して説明されたようにＰＤＣＰ ＰＤＵモジュー
ル８０５によって実施されることができる。
【００９０】
　[0100]　ブロック１４１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを
受信することができる。ブロック１４１０の動作は、図８または９を参照して説明された
ように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【００９１】
　[0101]　ブロック１４１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラにそれぞれ関連付けられた最新の連続的
なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に、第１のまたは第２の無線ベアラのためのエンプティバ
ッファタイマーを開始することができる。ブロック１４１５の動作は、図８または９を参
照して説明されたようにＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０によって実施されるこ
とができる。
【００９２】
　[0102]　ブロック１４２０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵ無線ベアラに関連付けられたエンプティバッファタイマー
が終了していない場合、リオーダリングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤ
Ｕを廃棄することができる。ブロック１４２０の動作は、図９を参照して説明されたよう
にＰＤＣＰ廃棄モジュール９１０によって実施されることができる。
【００９３】
　[0103]　ブロック１４２５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵがリオーダリングウインドウ外で受信され、エンプティバ
ッファタイマーが終了した場合に、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵ無線ベアラに関連付けられた
リオーダリングウインドウをシフトすることができる。ブロック１４２５の動作は、図９
を参照して説明されたように、リオーダリングウインドウモジュール９０５によって実施
されることができる。
【００９４】
　[0104]　図１５は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方法１５００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５、または
それらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされることができる。例え
ば、方法１５００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように、ＰＤＣＰモジュー
ル７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバイスは、デバイスの
機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令のセットを実行するこ
とができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して以下
に説明される機能の態様を実施することができる。方法１５００はまた、図１２乃至１４
の方法１２００、１３００および１４００の態様を組み込むことができる。
【００９５】
　[0105]　ブロック１５０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰ
ＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロック
１５０５の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュ
ール８０５によって実施されることができる。
【００９６】
　[0106]　ブロック１５１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
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の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを
受信することができる。ブロック１５１０の動作は、図８または９を参照して説明された
ように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【００９７】
　[0107]　ブロック１５１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかどうかに関係なく、および、ＰＤ
ＣＰ ＳＤＵの受信の間の終了時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されること
を提供するように、第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウ
パラメータを構成するために、ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管
理することができる。ブロック１５１５の動作は、図８または９を参照して説明されたよ
うに、ＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０によって実施されることができる。いく
つかの場合では、第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり得る。
いくつかの場合では、リオーダリングプロシージャは、第１の無線ベアラに関連付けられ
た最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に前記第１の無線ベアラに関連付けられたリオーダ
リングタイマーを開始することを含むことができ、デバイスは、図２乃至６を参照して説
明されたように、最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵ
の受信の前にリオーダリングタイマーが終了した場合に、第１の無線ベアラの送信機で（
例えば、図９を参照して説明されたようなＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５を使用して
）ＰＤＣＰ状態報告をトリガすることができる。
【００９８】
　[0108]　図１６は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１６００を例示するフローチャートを示す。方法１６００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、デバイス、例えば、ＵＥ１１５または基
地局１０５、またはそれらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされる
ことができる。例えば、方法１６００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように
、ＰＤＣＰモジュール７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバ
イスは、デバイスの機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令の
セットを実行することができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウ
ェアを使用して以下に説明される機能の態様を実施することができる。方法１６００はま
た、図１２乃至１５の方法１２００、１３００、１４００および１５００の態様を組み込
むことができる。
【００９９】
　[0109]　ブロック１６０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰ
ＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロック
１６０５の動作は、図８または９を参照して説明されたようなＰＤＣＰ ＰＤＵモジュー
ル８０５によって実施されることができる。
【０１００】
　[0110]　ブロック１６１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを
受信することができる。ブロック１６１０の動作は、図８または９を参照して説明された
ようなＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【０１０１】
　[0111]　ブロック１６１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかどうかに関係なく、および、ＰＤ
ＣＰ ＳＤＵの受信の間の経過時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されること
を提供するように、第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウ
パラメータを構成するために、ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管
理することができる。ブロック１６１５の動作は、図８または９を参照して説明されたよ
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うに、ＰＤＣＰリオーダリングモジュール８１０によって実施されることができる。いく
つかの場合では、第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり得る。
【０１０２】
　[0112]　ブロック１６２０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の無線ベアラに関連付けされた最新ＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に第１の無線
ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することができる。ブロック１６
２０の動作は、図８または９を参照して説明されたようなＰＤＣＰリオーダリングモジュ
ール８１０またはリオーダリングタイマー９２０によって実施されることができる。
【０１０３】
　[0113]　ブロック１６２５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前
にリオーダリングタイマーが終了した場合に、第１の無線ベアラの送信機によってＰＤＣ
Ｐ状態報告をトリガすることができる。ブロック１６２５の動作は、図９を参照して説明
されたようなＰＤＣＰ状態報告モジュール９２５によって実施されることができる。
【０１０４】
　[0114]　図１７は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ｅＣＣによるＰＤＣＰリオ
ーダリングのための方法１７００を例示するフローチャートを示す。方法１７００の動作
は、図１乃至１１を参照して説明されたように、デバイス、例えば、ＵＥ１１５または基
地局１０５、またはそれらのそれぞれのコンポーネントによって、インプリメントされる
ことができる。例えば、方法１７００の動作は、図７至１１を参照して説明されたように
、ＰＤＣＰモジュール７１０によって実施されることができる。いくつかの例では、デバ
イスは、デバイスの機能的要素を制御して以下に説明される機能を実施するために命令の
セットを実行することができる。さらに、または代替として、デバイスは、専用ハードウ
ェアを使用して以下に説明される機能の態様を実施することができる。方法１７００はま
た、図１２乃至１６の方法１２００、１３００、１４００、１５００および１６００の態
様を組み込むことができる。
【０１０５】
　[0115]　ブロック１７０５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットおよび第１の遅延ターゲットでデータを搬送する第１の無
線ベアラのための受信機のＰＤＣＰレイヤにおいて第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信
することができる。ブロック１７０５の動作は、図８または９を参照して説明されたよう
に、ＰＤＣＰ ＰＤＵモジュール８０５によって実施されることができる。
【０１０６】
　[0116]　ブロック１７１０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットおよび第１の遅延ターゲ
ットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送する第２の無線ベアラのための受信機
のＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵを受信することができる。ブロ
ック１７１０の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰ ＰＤＵモ
ジュール８０５によって実施されることができる。
【０１０７】
　[0117]　ブロック１７１５において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でＰＤＣ
Ｐレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することができる。ブロック１７１
５の動作は、図８または９を参照して説明されたように、ＰＤＣＰリオーダリングモジュ
ール８１０によって実施されることができる。
【０１０８】
　[0118]　ブロック１７２０において、デバイスは、図２乃至６を参照して説明されたよ
うに、ＰＤＣＰ再確立プロシージャが、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラのため
の信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットに少なくとも部分的に基づいて選択されるよう
に、第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラのうちの一方または両方のためのＰＤＣＰ
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再確立プロシージャを実施することができる。ブロック１７２０の動作は、図９を参照し
て説明されたように、ＰＤＣＰ再確立モジュール９３５によって実施されることができる
。
【０１０９】
　[0119]　かくして、方法１２００、１３００、１４００、１５００、１６００、および
１７００は、ｅＣＣによるパケットデータコンバージェンスプロトコルリオーダリングを
提供することができる。方法１２００、１３００、１４００、１５００、１６００、およ
び１７００は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびステップは、
他のインプリメンテーションが可能になるように、再配置またはそうでない場合は修正さ
れ得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１２００、１３００、１４００、１
５００、１６００、および１７００のうちの２つ以上からの態様が組み合されることがで
きる。
【０１１０】
　[0120]　本書における説明は、例を提供しており、特許請求の範囲に記載されている範
囲、適用可能性、または例を限定してはいない。論述される要素の機能および配置の変更
が、本開示の範囲から逸脱することなく、為され得る。さまざまな例は、適宜、さまざま
なプロシージャまたはコンポーネントを省略、代用、あるいは追加し得る。また、いくつ
かの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合されることができる。
【０１１１】
　[0121]　本書で説明された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムのよう
な、さまざまなワイヤレス通信システムに対して使用されることができる。「システム」
および「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に使用される。符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などのような無線技術をインプリメントすることができる。ＣＤＭＡ２０００は、Ｉ
Ｓ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリ
ース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００ １Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５
６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデ
ータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標
））およびＣＤＭＡの他の変形物を含む。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバ
イル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術をインプ
リメントすることができる。直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムは、ウルト
ラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、米国電気電子
学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、
ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭなど、の無線技術をインプリメントすること
ができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（Ｕ
ＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサ
ルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およ
びモバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書中に説明されている。ＣＤＭＡ
２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）
という名称の団体からの文書中に説明されている。本書で説明されている技術は、上述さ
れたシステムおよび無線技術ならびに他のシステムおよび無線技術に対して使用されるこ
とができる。しかしながら、本書での説明は、実例を目的としてＬＴＥシステムを説明し
ており、ＬＴＥの専門用語が上記の説明の大部分中で使用されているが、本技術は、ＬＴ
Ｅアプリケーションを超えて適用可能である。
【０１１２】
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　[0122]　ＬＴＥ／ＬＴＥネットワークでは、本書で説明されるこのようなネットワーク
を含めて、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を説明するために使
用されることができる。本書に説明されている１つまたは複数のワイヤレス通信システム
は、異なるタイプの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）がさまざまな地理的領域にカバレッジを提
供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワークを含むことができる。例えば、各ｅＮＢまた
は基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信カバレッジを提
供することができる。「セル（cell）」という用語は、コンテキストに依存して、基地局
、基地局に関連付けされたキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアま
たは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタなど）を説明するために使用されること
ができる３ＧＰＰの用語である。
【０１１３】
　[0123]　基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラン
シーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または
何らかの他の適した専門用語を含み得るか、当業者によってそれらで呼ばれることができ
る。基地局のための地理的カバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部のみを構成する
複数のセクタに分割されることができる。本書に説明される１つまたは複数のワイヤレス
通信システムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロまたはスモールセルの基地局）
を含むことができる。本書に説明されるＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中
継基地局などを含むさまざまなタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが
可能であり得る。異なる技術に関しては重複している地理的カバレッジエリアが存在する
ことができる。
【０１１４】
　[0124]　マクロセルは概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメート
ル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のア
クセスを可能にすることができる。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセ
ルと同じまたは異なる（例えば、ライセンス、アンライセンスなどの）周波数帯域で動作
し得る低電力基地局である。スモールセルは、さまざまな例にしたがったピコセル、フェ
ムトセル、およびマイクロセルを含むことができる。例えば、ピコセルは、小さい地理的
エリアをカバーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にすることができる。フェムトセルは、さらに、または代替として、小さ
い地理的エリア（例えば、家）をカバーし得、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（
例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵ
Ｅなど）による制限されたアクセスを提供することができる。マクロセルに対するｅＮＢ
は、マクロｅＮＢと呼ばれることができる。スモールセルに対するｅＮＢは、スモールセ
ルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれることができる。
ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセル（例えば、コンポー
ネントキャリア）をサポートすることができる。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅ
ＮＢ、中継基地局などを含むさまざまなタイプの基地局およびネットワーク機器と通信す
ることが可能であり得る。
【０１１５】
　[0125]　本書に説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期または非
同期動作をサポートすることができる。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイ
ミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にほぼアラインされることができる
（approximately aligned in time）。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームタ
イミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にアラインされないことがあり得
る。本書で説明される技法は、同期または非同期動作のいずれかに対して使用されること
ができる。
【０１１６】
　[0126]本書で説明されるダウンリンク送信は、順方向リンク送信とも呼ばれ得、一方で
アップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれることができる。例えば図１および２
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のワイヤレス通信システム１００および２００を含む、本書に説明されている各通信リン
クは、１つまたは複数のキャリアを含むことができ、各キャリアは、複数のサブキャリア
（例えば、異なる周波数の波形信号）から構成される信号であり得る。変調された各信号
は、異なるサブキャリア上で送られることができ、制御情報（例えば、基準信号、制御チ
ャネルなど）、オーバヘッド情報、ユーザデータなどを搬送することができる。本書に説
明される通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２５）は、（例えば、ペアのスペクト
ルリソースを使用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）、または（例えば、ペアではないスペ
クトルリソースを使用する）時分割複信（ＴＤＤ）動作、を使用して双方向通信を送信す
ることができる。周波数分割複信（ＦＤＤ）に関するフレーム構造（例えば、フレーム構
造タイプ１）およびＴＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）が定
義されることができる。
【０１１７】
　[0127]　添付された図面に関連して本書に記載された説明は、例としての構成を説明し
ており、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲の範囲内にある全ての例を表して
はいない。本書で使用される「実例的な」という用語は、「好ましい」または「他の例よ
りも有利である」ということではなく、「例、事例、または例示としての役割をすること
」を意味する。詳細な説明は、説明された技術の理解を提供する目的で具体的な詳細を含
む。しかしながら、これらの技術は、これらの具体的な詳細なしに実現されることができ
る。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明されている例のコンセプト
を暖味にすることを回避するためにブロック図の形態で図示されている。
【０１１８】
　[0128]　本書で使用されているように、「～に基づいて」という表現は、状態の閉鎖的
なセット（closed set）への言及として解釈されるべきではない。例えば、「状態Ａに基
づいて」と記載されている例としてのステップは、本開示の範囲から逸脱しないで状態Ａ
と状態Ｂの両方に基づくことができる。言い換えると、本書で使用されているように、「
～に基づいて」という表現は、「～に少なくとも部分的に基づいて」という表現と同じよ
うに解釈されるべきである。
【０１１９】
　[0129]　添付の図面において、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、同じタイプのさまざまなコンポーネントは、参照ラベルに、ダッシュ
と、同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを後続させることによって区別さ
れることができる。本書において第１の参照ラベルのみが使用される場合、第２の参照ラ
ベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれか１つに、
説明が適用可能である。
【０１２０】
　[0130]　本書に説明される情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうちの任
意のものを使用して表わされることができる。例えば、上記の説明全体を通して参照され
得る、データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧
、電流、電磁波、磁界または磁気粒子、光場または光粒子、もしくはこれらの任意の組み
合わせによって表わされることができる。
【０１２１】
　[0131]　本書での開示を参照して説明されたさまざまな例示的なブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デ
バイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、あるい
は本書で説明された機能を実施するように設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて
インプリメントまたは実施されることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサ
であり得るが、代替では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、（例えば、デ
ジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアに連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他の
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任意のそのような構成といった、）コンピューティングデバイスの組み合わせとしてイン
プリメントされることができる。
【０１２２】
　[0132]　ここで説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせでインプリメントされるこ
とができる。プロセッサによって実行されるソフトウェア中でインプリメントされる場合
、機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶ま
たは送信されることができる。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および特
許請求の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの本質により、上記で説明された機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
イヤリング、またはこれらの任意の組み合わせを使用してインプリメントされることがで
きる。機能をインプリメントする特徴はまた、さまざまな位置において物理的に配置され
ることができ、それは、機能の一部が異なる物理的な位置においてインプリメントされる
ように分配されることを含む。また、請求項を含む本書で使用される場合、項目のリスト
（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１つまたは複数」のようなフレ
ーズで始まる項目のリスト）において使用されるような「または（or）」は、例えば「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、または
ＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味
するような離接的なリスト（disjunctive list）を示す。
【０１２３】
　[0133]　コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体との
両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセス
されることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メ
モリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光デ
ィスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構
造または命令の形態で所望のプログラムコード手段を記憶または搬送するために使用され
ることができ、汎用または特殊用途コンピュータ、もしくは汎用または特殊用途プロセッ
サによってアクセスされることができる、任意の他の非一時的な媒体を含むことができる
。また、任意の接続が、コンピュータ可読媒体と適切に称される。例えば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、
およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本書に使用される
場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標
）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク
、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ディスク（disk）は通常、磁気的にデ
ータを再生するが、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２４】
　[0134]　本書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするため
に提供される。本開示に対するさまざまな修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、
本書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱しないで他の変形に適用され得
る。従って、本開示は、本書に説明された例および設計に限定されるべきではなく、本書
に開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲が付与されるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
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　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣ
Ｐレイヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
サービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信することと、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための前記受信機の前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰＳ
ＤＵを受信することと、
　前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上で前
記ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、を備える方法
。
［Ｃ２］
　前記第１の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットでデータを搬送し、前記第２の無線ベ
アラは、前記第１の遅延ターゲットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送する、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記リオーダリングプロシージャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）に
したがってＰＤＣＰ ＳＤＵを配列し、リオーダリングウインドウ外にＰＤＣＰ ＳＮを有
するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する、リオーダリングおよび廃棄プロシージャを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり、前記第２の無線
ベアラは、データ無線ベアラ（ＤＲＢ）である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１の信頼性ターゲットは、肯定応答モード（ＡＭ）の無線ベアラ信頼性ターゲッ
トに対応し、前記第２の信頼性ターゲットは、否定応答モード（ＵＭ）の無線ベアラ信頼
性ターゲットに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　前記第１の信頼性ターゲットまたは前記第１の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基
づいて前記第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメー
タを構成することと、
　前記第２の信頼性ターゲットまたは前記第２の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基
づいて前記第２の無線ベアラのための第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメー
タを構成することと、を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータおよび前記第２のＰＤＣＰリ
オーダリングウインドウパラメータは、互いから独立して構成される、Ｃ６に記載の方法
。
［Ｃ８］
　前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラに関連付けされたＰＤＣＰリオーダ
リングウインドウ外で受信される１つまたは複数の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄するこ
とをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータおよび前記第２のＰＤＣＰリ
オーダリングウインドウパラメータは、各々、リオーダリングの対象となるＰＤＣＰシー
ケンスナンバー（ＳＮ）の範囲に対応し、ここにおいて、前記第１のリオーダリングウイ
ンドウパラメータのＰＤＣＰ ＳＮの前記範囲は、前記第２のリオーダリングウインドウ
パラメータのＰＤＣＰ ＳＮの前記範囲より大きい、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記リオーダリングプロシージャは、
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　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラにそれぞれ関連付けされた最新の連
続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に、前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベア
ラのためのエンプティバッファタイマーを開始することと、前記第１の無線ベアラまたは
前記第２の無線ベアラはそれぞれ関連付けされたリオーダリングウインドウを有する、
　前記エンプティバッファタイマーが終了していない場合、前記関連付けされたリオーダ
リングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄することと、
　前記被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが前記関連付けされたリオーダリングウインドウ外で受信
され、前記エンプティバッファタイマーが終了した場合、前記関連付けされたリオーダリ
ングウインドウをシフトすることと、を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記エンプティバッファタイマーは、前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベア
ラの前記信頼性ターゲットまたは遅延ターゲットのうちの一方または両方に少なくとも部
分的に基づいて設定される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり、ここにおいて、
前記リオーダリングプロシージャを管理することは、
　前記ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかどうかに関係なく、および、ＰＤ
ＣＰ ＳＤＵの受信の間の経過時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されるよう
に、前記第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータ
を構成することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記リオーダリングプロシージャは、
　前記第１の無線ベアラに関連付けされた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に前記第１
の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することと、
　前記最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前
に前記リオーダリングタイマーの終了に応答して前記第１の無線ベアラの送信機でＰＤＣ
Ｐ状態報告をトリガすることと、を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記リオーダリングプロシージャは、
　前記第１の無線ベアラに関連付けされた最新のＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に前記第１
の無線ベアラに関連付けされたリオーダリングタイマーを開始することと、
　前記最新の被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵに関連した次の連続的なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の前
に前記リオーダリングタイマーの終了に応答して前記第１の無線ベアラのための無線リン
ク障害（ＲＬＦ）プロシージャをトリガすることと、を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＲＬＦプロシージャをトリガすることは、
　前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵから１つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが欠落してい
ることを決定することと、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤに前記１つまたは複数のＰＤＣＰ ＳＤＵが欠落し
ていることのインジケーションを提供することと、をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法
。
［Ｃ１６］
　前記ＲＬＦプロシージャをトリガすることは、
　前記第１の無線ベアラのための１つまたは複数の新しいＰＤＣＰ ＳＤＵが、前記リオ
ーダリングタイマーが終了した後に受信されることを決定することと、
　前記１つまたは複数の新しいＰＤＣＰ ＳＤＵが受信されることのインジケーションを
無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤに提供することと、を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラのうちの一方または両方のためのＰ
ＤＣＰ再確立プロシージャを実施することをさらに備え、ここにおいて、前記ＰＤＣＰ再
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確立プロシージャは、前記第１の無線ベアラのための前記第１の信頼性ターゲットまたは
前記第１の遅延ターゲット、あるいは前記第２の信頼性ターゲットまたは前記第２の遅延
ターゲット第２の無線ベアラ、に少なくとも部分的に基づいて選択される、Ｃ２に記載の
方法。
［Ｃ１８］
　無線ベアラごとに、前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャを実施することは、
　前記無線ベアラのためのそれぞれの前記遅延ターゲットまたはそれぞれの前記信頼性タ
ーゲットのうちの一方または両方を識別することと、
　それぞれの前記遅延ターゲットまたはそれぞれの前記信頼性ターゲットのうちの一方ま
たは両方に少なくとも部分的に基づいて前記受信機において受信されたＰＤＣＰ ＳＤＵ
を示す状態プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）送信を構成することと、
　前記状態ＰＤＵの前記構成することに応答して前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの前に
確立されたハイパーフレームナンバー（ＨＦＮ）および連続的なＰＤＣＰシーケンスナン
バー（ＳＮ）を保持することと、を備え、
　ここにおいて、前記ＰＤＣＰレイヤにおいて前記リオーダリングプロシージャを管理す
ることは、前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始の後にＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリ
ングするための再確立タイマーを構成することと、前記再確立タイマーの終了の後に前記
ＰＤＣＰ再確立プロシージャの前記開始の前からＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングする
ことを中止することと、をさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記状態ＰＤＵ送信を構成することを決定することは、しきい値より大きい信頼性ター
ゲットでシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）およびデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）のための
前記状態ＰＤＵ送信を構成することを備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記再確立タイマーの持続時間は、前記無線ベアラのそれぞれの前記信頼性ターゲット
またはそれぞれの前記遅延ターゲットのうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づ
いて決定される、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣ
Ｐレイヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
サービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信するための手段と、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための前記受信機の前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰＳ
ＤＵを受信するための手段と、
　前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上で前
記ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理するための手段と、を備え
る装置。
［Ｃ２２］
　前記第１の無線ベアラは、第１の遅延ターゲットでデータを搬送し、前記第２の無線ベ
アラは、前記第１の遅延ターゲットより短い第２の遅延ターゲットでデータを搬送する、
Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記リオーダリングプロシージャは、連続したＰＤＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）に
したがってＰＤＣＰ ＳＤＵを配列し、リオーダリングウインドウ外にＰＤＣＰ ＳＮを有
するＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄する、リオーダリングおよび廃棄プロシージャを備える、Ｃ
２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１の信頼性ターゲットまたは前記第１の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基
づいて前記第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメー
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タを構成するための手段と、
　前記第２の信頼性ターゲットまたは前記第２の遅延ターゲットに少なくとも部分的に基
づいて前記第２の無線ベアラのための第２のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメー
タを構成するための手段と、をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１の無線ベアラまたは第２の無線ベアラにそれぞれ関連付けされた最新の連続的
なＰＤＣＰ ＳＤＵの受信の後に、前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラの
ためのエンプティバッファタイマーを開始するための手段と、前記第１の無線ベアラまた
は第２の無線ベアラはそれぞれ関連付けされたリオーダリングウインドウを有する、
　前記エンプティバッファタイマーが終了していない場合、前記関連付けされたリオーダ
リングウインドウ外で受信される被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵを廃棄するための手段と、
　前記被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが前記関連付けされたリオーダリングウインドウ外で受信
され、前記エンプティバッファタイマーが終了した場合、前記関連付けされたリオーダリ
ングウインドウをシフトするための手段と、をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１の無線ベアラは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）であり、前記装置は、
　前記ＰＤＣＰ ＳＤＵが連続的な順序で受信されるかどうかに関係なく、および、ＰＤ
ＣＰ ＳＤＵの受信の間の経過時間に関係なく、被受信ＰＤＣＰ ＳＤＵが保持されるよう
に、前記第１の無線ベアラのための第１のＰＤＣＰリオーダリングウインドウパラメータ
を構成するための手段をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１の無線ベアラまたは前記第２の無線ベアラのうちの一方または両方のためのＰ
ＤＣＰ再確立プロシージャを実施するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ＰＤ
ＣＰ再確立プロシージャは、前記第１の無線ベアラのための前記第１の信頼性ターゲット
または前記第１の遅延ターゲット、あるいは第２の無線ベアラのための前記第２の信頼性
ターゲットまたは前記第２の遅延ターゲット、に少なくとも部分的に基づいて選択される
、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　無線ベアラごとに、前記無線ベアラのためのそれぞれの前記遅延ターゲットまたはそれ
ぞれの前記信頼性ターゲットのうちの一方または両方を識別するための手段と、
　無線ベアラごとに、それぞれの前記遅延ターゲットまたはそれぞれの前記信頼性ターゲ
ットのうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいて前記受信機において受信され
たＰＤＣＰ ＳＤＵを示す状態プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）送信を構成するため
の手段と、
　無線ベアラごとに、前記状態ＰＤＵの前記構成することに応答して前記ＰＤＣＰ再確立
プロシージャの前に確立されたハイパーフレームナンバー（ＨＦＮ）および連続的なＰＤ
ＣＰシーケンスナンバー（ＳＮ）を保持するための手段と、
　無線ベアラごとに、前記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの開始の後にＰＤＣＰ ＳＤＵを
リオーダリングするための再確立タイマーを構成し、前記再確立タイマーの終了の後に前
記ＰＤＣＰ再確立プロシージャの前記開始の前からＰＤＣＰ ＳＤＵをリオーダリングす
ることを中止するための手段と、をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶されており、
　第１の信頼性ターゲットでデータを伝達する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣ
Ｐレイヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
サービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信することと、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２



(38) JP 6790069 B2 2020.11.25

10

の無線ベアラのための前記受信機の前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰＳ
ＤＵを受信することと、
　前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上で前
記ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、を前記プロセ
ッサによって前記装置に行わせることを実行可能である命令と、を備える装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　第１の信頼性ターゲットでデータを搬送する第１の無線ベアラのための受信機のＰＤＣ
Ｐレイヤにおいて第１の複数のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
サービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信することと、
　前記第１の信頼性ターゲットより低い第２の信頼性ターゲットでデータを搬送する第２
の無線ベアラのための前記受信機の前記ＰＤＣＰレイヤにおいて第２の複数のＰＤＣＰＳ
ＤＵを受信することと、
　前記第１の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上でおよび前記第２の複数のＰＤＣＰ ＳＤＵ上で前
記ＰＤＣＰレイヤにおいてリオーダリングプロシージャを管理することと、を実行可能で
ある命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(42) JP 6790069 B2 2020.11.25

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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